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次の世代に向けた
庁舎機能の移転・集約について

概 要

移転・集約の目的
　移転・集約の目的は、限られた財源で市民の幸福度を上げ、市民生活をよくすることです。そのため、
財政的に最も有利な手法で老朽化した庁舎などの改修や廃止を推進します。
　移転・集約を通じて、合併事業の総仕上げとして、確実に進む人口減少の影響を次世代に先送り
することなく、市民サービスの維持および向上と災害時・通常時の対応力強化を最優先に考え、今
後を見据えたコンパクトで持続可能な行政機構を構築します。

平成 27 年   6 月 市は旧角館総合病院管理棟を統合庁舎とする「仙北市庁舎整備基本構想」を市議会に提示。

平成 27 年   6 月 市議会は旧角館総合病院管理棟以外の候補地を検討する庁舎建設特別委員会を設置、平成
27 年 12 月までに計 15 回開催。

平成 28 年   7 月 市議会において角館駅前を統合庁舎の用地として取得する予算案を可決。

平成 28 年   9 月 市議会において角館駅前を統合庁舎とする「仙北市役所の位置を定める条例（案）」を否決。
市は統合庁舎に関係する予算案を取り下げ。

平成 28 年 10 月 統合庁舎（角館駅前案）の否決を受け、分庁舎方式を継続するとした「仙北市庁舎整備基
本構想（素案）」を市議会に提示。

平成 30 年   7 月 新角館庁舎の建設に着手。

これまでの経緯

移転・集約の 3 つの目標
①　田沢湖・角館地区における庁舎施設などの統廃合
②　災害発生時・通常時の対応力を強化し、市民に寄り添うより強靭な組織の形成
③　庁舎間の距離により生じる労力や支出の改善

今後を見据え、市民サービスの維持・向上のためには移転・集約が必要

地区別人口の推移

地区／年度 田沢湖地区 角館地区 西木地区 計
平成 17 年度末 12,324 14,227 5,779 32,330

構成比 38.1% 44.0% 17.9% 100.0%

令和 4 年度末 8,900 11,025 3,910 23,835
構成比 37.3% 46.3% 16.4% 100.0%
減少率 27.8% 22.5% 32.3% 26.3%

令和 22 年度末 5,275 7,635 1,931 14,841
構成比 35.5% 51.5% 13.0% 100.0%

令和 22 年度末の構成比は、田沢湖地区 35.5%、角館地区 51.5%、西木地区 13.0%

17 年間で全体で 8,495 人（26.3%）減少

このまま減少率が続くと
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年度末

西木 33.4

田沢湖 42.8
合計 45.9
角館 53.7合併当初の平成 17 年度末の

人口を 100% とした場合の推移
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人口の推移
スケジュール

　仙北市は現在、市議会に次の世代に向けた庁舎機能の移転・集約を提案しており、令和 5
年 8 月、9 月、11 月の 3 回、市議会議員全員協議会に移転・集約の案を示しました。また、
10 月下旬には市内 3 か所で市民説明会を開催して多くのご意見をいただいたところです。
　今回、市民説明会の際に使用した資料をもとに、庁舎機能の移転・集約の内容を皆さまに
広くお示しします。年明け 1 月中旬には第 2 回目の市民説明会（広報 1 月号でお知らせし
ます）を予定していますので、ぜひご参加いただきますようお願いします。また、ご意見な
どございましたら、お手数ですが下記までご連絡いただきますようお願いします。

問合せ：仙北市企画部 企画政策課 ☎ 43-1112  FAX 43-1300
　　　　仙北市総務部 管財課 ☎ 43-1114  FAX 43-1300
　　　　仙北市代表メール：semboku@city.semboku.akita.jp

令和 6 年   3 月 3 月定例会に関連予算および議案を提出
令和 6 年   8 月 旧角館総合病院病院棟解体工事を開始～工期 8 か月程度
令和 6 年 11 月 （仮称）角館上野庁舎改修設計業務完了
令和 7 年   1 月 （仮称）角館上野庁舎改修工事・駐車場などの工事を開始～工期 12 か月程度
令和 7 年 12 月 （仮称）角館上野庁舎改修工事・駐車場などの工事完成→事務所を移転
令和 8 年   1 月 田沢湖庁舎内部改修工事を開始～工期 6 か月程度
令和 8 年   7 月 田沢湖庁舎内部改修工事完成後、田沢湖第 2 庁舎などを順次解体

今後のスケジュール案

旧管理棟外観 旧病院棟外観

中央が改修予定の管理棟で、右奥が解体予定の病院棟となります。

田沢湖 角館 西木 合計 代表メールは
こちらから↓
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概算事業費  ※現時点での概算

移転・集約した場合 移転・集約しない場合

（仮称）角館上野庁舎（旧管理棟）改修事業費 約 12.1 億円 ー

旧角館総合病院 病院棟解体事業費 約  5.6 億円
約  6.4 億円

※旧管理棟の解体費
約 0.8 億円含む

田沢湖第 2 庁舎、田沢湖総合開発センター、田沢湖保健
センター解体費・改修費

約  1.7 億円
※解体

約  3.5 億円
※第 2 庁舎のみ解体・

その他は改修

田沢湖庁舎内部改修費 約  0.5 億円 ー

上記事業費の計 約 19.9 億円 約  9.9 億円

合併特例債、過疎債を活用した場合の実質的な市
負担額 約  6.7 億円 約 7 億円超＋α

合併特例債　　 → 対象事業費の 95％まで借入可能で、元利償還金の 70％が国の財政支援の対象となります。
　　　　　　　　  借入期限は令和 7 年度までで、単なる施設の解体には活用できません。

移転・集約した場合 移転・集約しない場合

合併特例債、過疎債を活用した場合の実質的な市負担額 約  6.7 億円 約 7 億円超＋α

【うち返済について】実質的な市負担額
　合併特例債
　　した場合　：据置 5 年、返済 25 年（R13 ～ R37）
　　しない場合：据置 5 年、返済 22 年（R13 ～ R34）

約 2,100 万円／年 約   400 万円／年

過疎債　　　　　据置 3 年、返済 9 年（R12 ～ R20） 約    600 万円／年 約   300 万円／年

除去事業債　　　据置 2 年、返済 8 年（R11 ～ R18） ー 約 7,300 万円／年

　移転・集約をしない場合、約 7 億円超の費用に加え、将来、築約 50 年
の田沢湖・西木両庁舎を使い続けるため、数億円単位の大規模修繕費用が
必要になることが予想されます。老朽化の度合いによっては、数十億円で
の建て替えが必要になる場合も想定されます。
　いずれも、これらの費用に充てられる有利な財源はなく、すべて市の自己
負担になります。
※旧角館庁舎は昭和36年完成で、築約60年目の令和3年に解体しています。

移転・集約をしない場合…

計 画事業費
  計画（素案）全体イメージ  

【 移転・集約後の庁舎イメージ 】
角館庁舎

・市民福祉部  ・観光文化スポーツ部
・農林商工部  ・建設部
・角館市民センター

（仮称）角館上野庁舎
・総務部　　  ・企画部
・教育委員会  ・各行政委員会
・議場機能

⇔
（0.7㎞）

（仮称）田沢湖出張所
・田沢湖市民センター
・田沢湖公民館
・各団体

（仮称）西木出張所
・西木市民センター
・中央公民館
・各団体

田沢・神代・桧木内・
上桧木内出張所

※現在の田沢湖・西木両庁舎は、市役所の部門として市民センター業務のみになることから、庁舎ではなく
　出張所になります。

上桧木内出張所

桧木内出張所

（仮称）西木出張所
神代出張所

角館庁舎

（仮称）角館上野庁舎

田沢出張所

（仮称）田沢湖出張所

【 市内庁舎配置図 】

単年度の償還額

過疎債　　　　 → 対象事業費の 100％まで借入可能で、元利償還金の 70％が国の財政支援の対象となります。
　　　　　　　　  借入期限は令和 12 年度までで、年度ごとの借入限度額が設定されています。（R5 は約 2 億円）

除去事業債（公共施設等適正管理推進事業債） 
　　　　　　　 → 対象事業費の 90％まで借入可能で、単なる施設の解体には元利償還金に対する国の財政支援
　　　　　　　　   はありません。借入期限は令和 8 年度までです。

田沢湖

秋田駒ヶ岳

宝仙湖

秋田新幹線

国道 105 号

国道 341 号

国道 46 号
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予想される変化
　移転・集約後に田沢湖庁舎を利用する市民は、現在、田沢湖庁舎のみでの職員対応となってい
る専門性が高い下記３業務について、今後は（仮称）角館上野庁舎での対応となります。
　なお、角館・西木市民センターでは現在、電話取次による初期対応を行っており、移転・集約
にあたっては田沢湖市民センターの窓口を強化して同様の対応とします。

これまでと同様の市民サービスを受けられる田沢湖庁舎

◆ 国土調査業務の閲覧　年間約 130 件／市全体
◆ 空き家相談　年間約30件／市全体（空き家バンク利用の市外を含む）
◆ 納税相談　年間約 30 件／市全体（電話相談が主）

○ 市民サービス維持向上のための移転・集約です。
○ 危険な公共施設を解体整理することで、市民の安全安心な生活を守ります。
○ 財政がひっ迫する前に、庁舎の統廃合に手を打ち、次世代に明確な計画と選択
　 肢を示します。
○ 移転・集約を合併特例債などで行った場合の財政的メリット約 13.2 億円を最
　 大限に活用します。

仙北市の確実な
未来に向けて…

メリット
メリット④

（1） 通勤手当・移動に伴う費用削減、残業時間の縮減
　庁舎間の移動により生じていた公用車の燃料費や残業手当などの費用が年間約 650 万円削減されます。
また、田沢湖庁舎に勤務する職員の通勤手当が年間約 300 万円削減されます。

（2） 維持管理費
　今後想定される社会的変化や庁舎などの活用方法にも大きく左右されますが、上記（1）に示した通勤手
当・庁舎間移動に要する費用の削減を見込んでも年間約 260 万円増加すると見込まれます。

（3） 合併特例債・過疎債の活用による財政的メリット
　今回提案した移転・集約を先送りし、すべてを一般財源で実施した場合の負担は 19.9 億円。次世代に
大きな財政的負担を残すことになります。
　令和８年３月末までの完成が条件の合併特例債と過疎債を活用した場合の負担額は約 6.7 億円となり、
約 13.2 億円の財政的メリットが得られます。また、今後使用を続ける場合の改修費が約 2 億円と試算さ
れる田沢湖総合開発センターの改修費が不要となります。
　改修や解体などの事業費は年を追うごとに高騰しています。移転・集約を先送りした場合、財政負担が
増大し、結果、市民生活の向上に充てられる財源の不足が懸念されます。

市民生活の向上に向けた費用の捻出

 合併特例債・過疎債活用時の実質負担額 約 6.7 億円
 一般財源による実質負担額 約 19.9 億円 差額約 13.2 億円

◆ 移転・集約に係る概算総事業費約 19.9 億円
【（仮称）角館上野庁舎改修 12.1 億円・旧角館総合病院病院棟解体 5.6 億円＋

田沢湖第 2 庁舎など解体 1.7 億円＋田沢湖出張所内部改修 0.5 億円】

➡ 移転・集約事業全体では大きなメリットが生じます。

メリット

メリット③
●災害時に指揮を執る市長、副市長、総合防
　災課が田沢湖庁舎、主に現場対応にあたる
　事業部門が角館庁舎にあり、片道 30 分の
　距離で分断されている現状では、意思疎通
　のスピード・正確性に支障が生じます。

どんな時でも市民が安全に暮らせる市役所づくり

➡ 災害発生時・通常時の迅速な意思疎通など対応力が強化されます。

●災害時のみならず通常業務においても、移
　転・集約により管理部門、事業部門の庁舎
　間距離が大幅に短縮され、職員の移動が最
　小限になり、マンパワーの集中により顔の
　見える意思疎通が可能になることから対応
　力の大幅な向上が見込まれます。

安全

メリット②
　人口減少に比例して職員数も減少していきます。また、行政が市民に出向く行政 MaaS や DX
化の加速により、将来は「来庁する機会が著しく少ない庁舎」になる可能性が高いと見込まれます。
30 年後をめどに庁舎機能を現在の角館庁舎 1 つに集約する一定の方向性を次世代に示します。

次世代に負担を与えない庁舎のあり方を明確に示す

●築約 50 年を経過した田沢湖・西木両庁舎は、老朽
　化が進むにつれて使用を続けるために多額の修繕支
　出が予想されます。ついては、約 15 年後（供用開
　始から約 65 年）をめどに整理解体する方向性を示
　すとともに、使い続けた場合のリスクを次世代に示
　します。そのうえで、どのような選択をするかは次
　世代の判断に委ねます。

●令和 7 年度に改修予定の（仮称）角館上野庁舎に
　ついても、供用開始約 65 年の約 30 年後に整理解
　体を行う方向性を示します。
●庁舎などの集約に並行して、将来は各地域に市民が
　集う小規模の拠点を整備します。整備にあたっては、
　人口規模や財政状況を勘案し、既存施設の利活用を
　基本とする方向性を示します。

➡ 次世代に負担を与えない庁舎のあり方を明確に示すとともに、選択肢を残します。

移転・集約によるメリット・予想される変化

メリット①
　経年劣化が進むにつれてアスベストを含有する外壁の崩落が懸念され、加えて観光地としてマ
イナスの印象を与えている旧角館総合病院病院棟は、市民の安全を考えると危険な状態をこれ以
上先送りすることができません。また、今回の移転・集約に伴う不要庁舎などの解体整理により
公共施設面積が 372㎡減少します。さらには平成 3 年建築の旧角館総合病院管理棟を庁舎とし
て活用することにより、今後、安定した庁舎運営が可能となります。

危険な公共施設の解体整理とそれに伴う床面積の減少・美観向上

施設名称 延床面積
 （仮称）角館上野庁舎 3,390
 田沢湖第 2 庁舎 △ 1,785
 田沢湖総合開発センター △ 1,452
 田沢湖保健センター △ 525

小計 △ 372
 旧角館総合病院 病院棟（非稼働） △ 10,987

合計 △ 11,359

施設名称 築年数
 田沢湖庁舎 51
 西木庁舎 48
 角館庁舎 3
 （仮称）角館上野庁舎※管理棟 32
 参考：秋田県庁 64

●移転・集約後の公共施設面積 ●庁舎などの築年数

➡ 旧角館総合病院アスベスト含有外壁の崩落回避、公共施設床面積減少、観光地
　 としての美観向上につながります。

（㎡） （年）

66Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations77 20232023--1212広報せんぼく広報せんぼく



伊 藤 邦 彦 さん
（77 歳　西木町上荒井）
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菅 原 達 美 さん
（70 歳　角館町小勝田）
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広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
発
足
と
と

も
に
消
防
吏
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
以
来
、
同
組
合
消
防

長
と
し
て
平
成
26
年
３
月
に

退
職
す
る
ま
で
の
長
き
に
わ

た
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

《
秋
の
叙
勲
》

　

令
和
5
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は

次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
7
日
に
は
、
秋
田
県

庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
佐
竹
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
※
年
齢
は
受
章
時
を
掲
載
）

秋
の
秋
の
叙
勲
叙
勲

阿 部 則 比 古 さん
（75 歳　西木町門屋）

　
元
仙
北
市
議
会
議
員
。
平

成
13
年
、
西
木
村
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
、
令
和
4
年

ま
で
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
2
年
か
ら
令
和
4
年
ま

で
、
市
民
福
祉
常
任
委
員
長

と
し
て
、
住
民
福
祉
の
向
上

な
ど
、
市
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

田 口 志 良 さん
（71 歳　田沢湖生保内）

　

元
仙
北
市
消
防
団
分
団

長
。
昭
和
49
年
田
沢
湖
町
消

防
団
に
入
団
。
平
成
28
年
か

ら
平
成
31
年
ま
で
分
団
長
と

し
て
活
躍
。
入
団
よ
り
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
防
火
・
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
災

害
活
動
は
も
と
よ
り
、
団
員

の
指
導
育
成
・
技
術
の
向
上

に
努
め
る
な
ど
、
消
防
団
の

発
展
に
貢
献
れ
ま
し
た
。

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

《
秋
の
叙
勲
》

《
秋
の
叙
勲
》

　

な
お
、
佐
々
木
茂
義
さ
ん
と
羽
根
川
専
治
さ
ん

は
、
12
月
に
伝
達
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
41
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
の
皆
さ
ま

も
次
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
月
20
日
、神
奈
川
県
大
和
市
と
仙
北
市
が「
災

害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
大
和
市
か
ら
古
谷
田
力
市
長
、
中
丸
剛
仁
危

機
管
理
監
、
仙
北
市
か
ら
田
口
市
長
や
赤
上
副
市

長
の
ほ
か
関
係
職
員
が
出
席
。
災
害
時
に
食
料
や

飲
料
水
な
ど
生
活
必
需
品
の
供
給
、
応
急
復
旧
に

必
要
な
車
輌
な
ど
の
資
機
材
の
提
供
な
ど
が
明
記

さ
れ
た
協
定
書
に
両
市
長
が
署
名
し
、
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
和
市
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展

「
全
国
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
の
市
」
に
、
仙
北
市

が
参
加
し
て
い
た
繋
が
り
な
ど
が
縁
で
実
現
し
ま

し
た
。
広
範
囲
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
状
況
を
背
景
に
、
同
時
被
災
の
お
そ
れ

が
少
な
い
自

治
体
と
協
定

を
締
結
す
る

こ
と
で
、
応

急
対
策
な
ど

迅
速
に
受
け

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

神
奈
川
県
大
和
市
と

災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結

古
谷
田
大
和
市
長
（
左
）
と
田
口
市
長
。

　
10
月
21
日
に
仙
北
市
ふ
る
さ
と

サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
仙
北
市
出
身
の
方
や
仙
北
市
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
方
々
に
仙
北
市
ふ
る
さ
と

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興

を
図
る
た
め
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
以
降
、
令
和
2
年
度
は

中
止
、
令
和
3
年
度
は
書
面
開
催
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
仙
北
市
へ
の
定
住
促
進
、

観
光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
を
目
指
し
て

ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
を

開
催
し
ま
し
た

昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ

た
た
め
、
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
の

会
議
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
の
が
難

し
い
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
も
接
続
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

体
制
で
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
東
京
・
京
橋
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
ア
キ
タ
コ
ア
ベ
ー

ス
を
会
場
と
し
、
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
と
市
役
所
職
員
な
ど
合
わ
せ

て
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
仙
北
市
か
ら
、
7
月

の
豪
雨
で
の
災
害
報
告
や
角
館
祭

り
曳
山
運
行
、
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン

の
実
施
、
角
館
地
区
の
よ
ぶ
の
る

角
館
や
田
沢
地
区
の
た
ざ
わ
お
た

の
し
み
バ
ス
の
取
り
組
み
な
ど
の

近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ま
は
仙
北
市
の
近
況

に
興
味
を
持
た
れ
、
活
発
に
意
見

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
仙
北
市
ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
サ
ポ
ー

タ
ー
と
連
携
し
て
地
域
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
10
月
22
日
、
東
京
都
港
区
の

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

浜
松
町
館
5
階
展
示
室
で
、
あ

き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
は
秋
田
県
、
秋

田
労
働
局
な
ど
が
主
催
の
秋
田

へ
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
し
た
就
職
や

移
住
の
相
談
会
・
展
示
会
で
す
。

県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
や
市

町
村
の
移
住
担
当
者
が
Ａ
タ
ー

ン
希
望
者
の
相
談
に
お
応
え
す

る
た
め
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
か
ら
は
、
今
年
仙
北

市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
た
嘉
創
株
式
会
社
、
仙
北

首
都
圏
な
ど
か
ら
県
内
へ
の
転
職
・

移
住
促
進
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
指
し
て

あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン

フ
ェ
ア
に
出
展
し
ま
し
た
！

市
役
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
ブ
ー
ス
に
は
、
仙
北

市
出
身
の
方
、
仙
北
市
へ
の
移

住
を
検
討
し
て
い
る
方
、
友
人

が
仙
北
市
に
興
味
が
あ
る
方
な

ど
、
様
々
な
方
々
が
訪
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
観
光
情
報
を
求
め

て
ブ
ー
ス
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ

た
方
は
、
仙
北
市
の
伝
統
や
自

然
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
た
よ

う
で
し
た
。

　
今
回
の
出
展
が
移
住
者
増
加

に
直
結
す
る
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
と
し
て
は

引
き
続
き
、
移
住
先
と
し
て
の

市
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
10
月
26
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
で
令
和
5

年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）

表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社
町
家

ホ
テ
ル
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
は
、
一
般
財
団

法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）

が
、
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
を
展
開
す
る

民
間
事
業
者
を
選
定
し
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
全
国
で
10
事
業
者
が
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
受
賞
し
た
佐
藤
永
代
表
取
締
役
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
よ
り
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

株
式
会
社

町
家
ホ
テ
ル
が
受
賞

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

会議の様子。

仙北市ブース。

会場の様子。
ふるさと企業大賞（総務大臣賞）を受賞した株式会社町家ホテ
ルの佐藤永代表取締役（写真中央）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

表紙の写真から表紙の写真から 新そばまつり新そばまつり
この秋に収穫したそばで

　
11
月
4
日
、
仙
北
市
そ
ば
の
会
に
よ
る

新
そ
ば
ま
つ
り
＆
高
橋
キ
ヌ
子
社
中
＆
お

や
ま
ば
や
し
櫻
義
会
合
同
演
舞
会
が
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
そ
ば
ま
つ
り
当
日
は
、
会
員
4
人
が

そ
ば
粉
や
水
を
計
量
。
会
場
で
そ
ば
を
打

ち
、
打
ち
立
て
の
そ
ば
を
茹
で
、
冷
水
で

し
っ
か
り
と
し
め
、
こ
し
の
あ
る
で
き
た

て
の
そ
ば
に
冷
た
い
つ
ゆ
を
か
け
た
「
冷

や
が
け
」
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
を

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
新
そ
ば
の
香
り
高
く

豊
か
な
味
わ
い
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。

　
な
か
に
は
、
打
ち
立
て
の
生
そ
ば
を

買
っ
て
持
ち
帰
る
人
も
い
て
、
打
ち
手
の

4
人
は
休
む
間
も
な
く
、
そ
ば
を
打
ち
続

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仙
北
市
そ
ば
の
会
で
は
毎
月
第

3
土
曜
日
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
そ
ば

打
ち
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

休む間もなくそばを打ち続けています。

各種目 1 位〈敬称略〉▶ 1 年女子 60m 新記録  千葉寧々（生
保内ジュニア RC）▶同男子 60m 古郡海都（西明寺小）▶
2 年女子 80m 佐藤雪菜（角館陸上スポ少）▶同男子 80m 
新記録  田村新（桧木内ランナーズ）▶ 3 年女子 80m 荒川爽（ス
マイルジュニア）▶同男子 80m 鈴木一耀（西明寺小）▶ 4
年女子 100m 山口葵澄（神代 TFC）▶同男子 100m 佐藤琉
陽（同）▶ 5 年女子 100m 村岡理乃（角館陸上スポ少）▶同
男子 100m 佐藤来樹（西明寺小）▶ 6 年女子 100m 江橋杜
和（同）▶同男子 100m 伊藤泰斗（角館陸上スポ少）▶女子
200m 鈴木未来（桧木内ランナーズ）▶男子 200m 村上咲空

（桧木内ランナーズ）▶女子 800m 齋藤和（西明寺小）▶男
子 1000m 髙階颯貴（生保内ジュニア RC）▶女子 400mR 西
明寺小 ▶男子 400mR 同 ▶女子走高跳 山口葵澄（神代 TFC）
▶女子走幅跳 山本怜奈（角館陸上スポ少）▶男子走幅跳 伊
藤泰斗（同）▶女子ジャベリックボール投げ 本間にこ（神代
TFC）▶男子ジャベリックボール投げ 門脇祥真（西明寺小）

　10 月 22 日、県営陸上競技場（秋田市雄和）を
会場に、第 18 回仙北市小学生陸上競技大会が開催
されました。

仙北市小学生陸上競技大会

　走・跳・投で競い合う　

　
11
月
4
日
、
角
館
公
民
館
主
催
の
「
伝
統
芸
能
ミ
ニ
フ
ェ
ス

秋
の
陣
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
た
め
、
予
定
し
て

い
た
小
野
崎
家
の
書
院
か
ら
武
道
館
に
会
場
を
変
更
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
の
陣
に
は
、
角
館
お
や
ま
ば
や
し
櫻
義
会
が
出
演
し

「
寄
せ
囃
子
」
で
開

幕
す
る
と
、
軽
快

な
お
囃
子
を
聞
き

つ
け
た
観
光
客
の

皆
さ
ん
が
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
高
橋
キ
ヌ
子

社
中
の
秋
田
お
ば

こ
が
、
拳
囃
子
や

秋
田
音
頭
な
ど
の

手
踊
り
を
披
露
す

る
と
、
会
場
か
ら

は
盛
ん
に
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

観
光
で
訪
れ
た

お
客
さ
ん
は
「
も

う
少
し
見
た
い
け

ど
、
時
間
が
な
い
」

と
言
っ
て
、
足
早

に
会
場
か
ら
移
動

す
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

伝
統
芸
能
ミ
ニ
フ
ェ
ス秋の

陣
開
催

角
館
公
民
館
主
催

　11 月 5 日、第 16 回仙北市卓球大会が角館中学校体育館で
開催され、個人戦に 74 人、団体戦に 24 チームが出場しました。
当日の優勝者、優勝チームは次のとおりです。（敬称略）

第 16 回仙北市卓球大会　個人戦・団体戦で熱戦　

個人戦 ▶小学校低学年 小野冬馬（てくてく倶楽部）▶小学校高
学年 佐藤結斗（同）▶中学校男子 藤川煌（神代）▶中学校女子 
田中結愛（西明寺）▶一般女子 1 部 鈴木楓香（角館高校）▶一
般男子 1 部 伊藤媛音（角館高校）▶一般男子 2 部 木元一幸（エ
イブリック） 
団体戦 角館高校女子 A

　

10
月
20
日
、
田
沢
湖
図
書
館

を
会
場
に
「
物
語
る
テ
ー
ブ
ル

ラ
ン
ナ
ー
in
田
沢
湖
」関
連
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
「
湖
の
そ
ば
で
逢

い
ま
し
ょ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
物
語
る
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン

ナ
ー
」
を
企
画
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
鴻
池
朋
子
さ
ん
な
ど
の

お
話
を
聞
こ
う
と
、
図
書
館
に

は
60
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
人
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
前
半
は
、
文
筆
家
の

大
竹
昭
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、

北
秋
田
市
で
の
「
物
語
る
テ
ー

ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー
」
の
始
ま
り
に

つ
い
て
、
鴻
池
さ
ん
、
手
芸
家

の
東
海
林
裕
子
さ
ん
、
映
像
制

作
の
長
谷
川
拓
郎
さ
ん
な
ど
が

語
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
司
会
を
鴻
池
さ
ん
に

交
代
し
、
大
竹
さ
ん
、
お
と
ぎ

話
文
化
研
究
者
の
村
井
ま
や
子

さ
ん
、
田
沢
湖
図
書
館
の
職
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。「
物
語
る

テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー
」
が
旅
し

「
物
語
る
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー

in
田
沢
湖
」
関
連
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

鴻
池
朋
子
さ
ん
・
大
竹
昭
子
さ
ん
な
ど
を
お
迎
え
し
て

た
先
々
で
「
ア
ー
ト
」「
手
芸
」「
物

語
」
と
様
々
に
受
け
止
め
ら
れ
、

見
る
人
自
身
か
ら
も
物
語
を
引
き

出
す
不
思
議
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
作
品
を
見
て
、

記
録
と
記
憶
の
違
い
に
つ
い
て
考

え
た
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
も
寄

せ
ら
れ
、
熱
気
あ
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　10 月 22 日、中川コミュニティセンター体育館で「第
1 回中川秋のスポーツ祭り」が開催され、地域住民など
約 80 人が参加しました。
　これは、中川地区住民および出身者などを対象に、健
康で明るい地域づくりと住民の親睦を深めることを目的
に、中川地区コミュニティ連絡協議会主催によるもので、
コロナ禍が明けてはじめての開催となりました。
　当日は、地区別に 6 チームに分かれて、バブルボール
相撲や綱引き、玉入れなどの種目で競い合いながら親睦
を深めていました。
　バブルボール相撲の種目は、バブルボールをかぶり 1
チーム 3 人の 6 人で相撲をとり、最後まで残った 1 人の

第 1 回中川秋のスポーツ祭り

　健康で明るい地域づくりと住民の親睦を深める　

チームが勝利とするルールで、1 回戦から決勝までのトー
ナメントで競い合いました。白熱した取り組みには、会
場から盛んに拍手が送られていました。

団体戦で優勝した角館高校女子 A チーム。

バブルボール相撲で熱戦を繰り広げました。

左
か
ら
、
司
会
の
大
竹
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、

鴻
池
さ
ん
、
東
海
林
さ
ん
。
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
　
10
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、
さ
い
た
ま
市
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
令
和
5
年
度
第
63
回
郷
土
民
謡
民

舞
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
藤
原
ミ
サ
子
社
中
（
藤

原
舞
香
さ
ん
、
藤
原
那
美
さ
ん
、
村
上
彩
音
さ
ん
、

熊
谷
奈
々
子
さ
ん
、
髙
橋
心
晴
さ
ん
、
鈴
木
夢
夏
さ

ん
）
が
、民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に
『
秋
田
大
黒
舞
』

で
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
郷
土
民
謡
協

会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に

12
団
体
が
出
場
し
、
そ
の
う
ち
4
団
体
が
準
決
勝
に

進
出
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
決
勝
で
は
、
グ
ラ
ン
プ

リ
準
大
賞
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
に
は
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
を
訪
れ
、

赤
上
副
市
長
へ
出
場
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
報

告
に
訪
れ
た
秋
田
生
保
内
支
部
の
地
主
重
雄
代
表
は

「
大
賞
を
取
る
ま
で
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ニ
ア
編
二
部
に
出
場
し
た
近
藤
み
つ
子

さ
ん
が
、「
秋
田
お
ば
こ
節
」
を
披
露
し
入
賞
し
て

い
ま
す
。

藤
原
ミ
サ
子
社
中

グ
ラ
ン
プ
リ
準
大
賞

郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会

　
10
月
13
日
、
令
和
５
年
度
東
北
地
区

社
会
教
育
研
究
大
会
が
宮
城
県
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
、
社
会
教
育
委
員
の
藤
村

榮
一
さ
ん
が
、
東
北
地
区
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
村
さ
ん
は
、
仙
北
市
発
足
以
来
、

長
き
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

地
域
の
社
会
活
動
や
仙
北
市
社
会
教
育

中
期
計
画
策
定
の
中
心
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
み
、
仙
北
市
の
社
会
教
育
の

振
興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
地
区

社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

社
会
教
育
に
尽
力

　
令
和
5
年
度
秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
神

代
小
学
校
が
最
高
賞
と
な
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、
秋
田
県

の
代
表
と
し
て
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
23
日
に
は
、
市
役
所
西
木
庁
舎
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

同
校
の
児
童
を
代
表
し
環
境
委
員
会
委
員
長
の
清
水
瑛
太
さ

ん
と
運
営
委
員
会
委
員
長
の
羽
場
仁
子
さ
ん
が
出
席
し
、
県

教
育
委
員
会
南
教
育
事
務
所
仙
北
出
張
所
の
大
阪
所
長
か

ら
、
賞
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
賞
状
を
受
け
取
っ
た
清
水
さ
ん
は
「
花
の
種
類
が
多
く
彩

り
あ
る
花
だ
ん
で
、
納
得
す
る
花
だ
ん
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
賞
を

受
け
取
っ
た
羽
場

さ
ん
は
「
縦
割
り

の
班
で
花
だ
ん
を

管
理
し
、
6
年
生

と
し
て
班
を
ま
と

め
る
こ
と
が
難
し

く
大
変
だ
っ
た
。

で
も
、
き
れ
い
な

花
が
咲
く
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
花
を

育
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し

た
。

神
代
小
学
校
が
県
知
事
賞
を
受
賞

秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
51
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工

芸
展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開

催
さ
れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢

研
吾
さ
ん
の
作
品
「
深
ち
ら
し
皮 

臼
型
茶
筒
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は

じ
め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工

芸
品
の
部
に
9
点
、
一
般
品
の
部

に
24
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
51
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

 

秋
田
県
知
事
賞  

深
ち
ら
し
皮 

臼
型
茶
筒
／
米
沢
研
吾

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

二
度
皮
香
合
／
米
沢
研
吾

 

仙
北
市
長
賞  

抹
茶
入
／
三
浦
勇

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞 

総
皮
茶
筒 

ひ
び
皮
／
藤
村
浩
美

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

茶
筒
／
三
浦
勇

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

芯
入
り
小
箱 

網
代
張
／
鈴
木
光
男

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

長
手
小
箱
／
千
葉
秀
喜

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

カ
ト
ラ
リ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  Surface

／
㈲
冨
岡
商
店

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

腕
時
計
／
㈱
八
柳

 

田
口
鉄
蔵
賞  

双
口
シ
リ
ー
ズ 

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
／
荒
川
慶
太
郎

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

か
ん
ざ
し
／
㈱
八
柳

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

総
皮
茶
筒 

ひ
び
皮 

帯
付 

裾
暈
し
／
藤
村
浩
美

 

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

芯
入
り
小
箱 

風
景
大
波
／
鈴
木
光
男

 

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

八
角
小
箱
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

ペ
ン
ダ
ン
ト
／
角
館
工
芸
協
同
組
合

　
10
月
14
日
、
令
和
5
年
度
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
秋
田
県
予
選
会
が
大
館
市
高
館
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
女
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し
た

江
橋
楓
さ
ん（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア・西
明
寺
小
4
年
）・

小
原
妃
生
さ
ん
（
大
曲
ジ
ュ
ニ
ア
・
大
川
西
根
小
4

年
）
ペ
ア
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し
た
武
藤

小
太
郎
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
神
代
小
4
年
）・

伊
藤
篤
希
さ
ん
（
南
外
神
岡
ジ
ュ
ニ
ア
・
南
外
小
4

年
）
ペ
ア
が
第
3
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
2
ペ
ア
は
秋
田
県
の
代
表
と
し
て
、

令
和
6
年
3
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
千
葉
県
白
子

町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
第
23
回
全
国
小
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら

全
国
大
会
へ

令
和
5
年
度
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
秋
田
県
予
選
会

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
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10
月
28
日
、
角
館
漁
業
協
同
組

合
の
若
手
組
合
員
に
よ
る
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「P.M

.C 
KAKU

N
O

D
ATE

」（
加
藤
侯
信
会
長
）

が
、
古
城
橋
か
ら
横
町
橋
に
か
け
て
、

桧
木
内
川
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
加
藤
会
長
は
「
今
年
は
大
雨
の
影
響

が
あ
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
、

釣
り
を
楽
し
ん
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

は
我
々
だ
け
で
は
な
く
皆
で
自
然
を
大

事
に
し
、
未
来
の
ア
ン
グ
ラ
ー
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
重
要
で
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
も

そ
の
一
躍
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
実
施

自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に

　
現
在
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
に
関
す
る

相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も

の
生
命
が
奪
わ
れ
る
重
大
な
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
11
月
の
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
に
合
わ
せ
、
11
月
２
日
、
タ
カ
ヤ

ナ
ギ
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店
で
、
児
童
虐
待

防
止
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
里
親
制
度
普

及
啓
発
活
動
を
合
同
で
開
催
し
、
里
親
支

援
専
門
相
談
員
と
市
職
員
が
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。
心
配
な
子
ど
も
を
見
か
け

た
際
に
は
、
見
過
ご
さ
ず
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
１
８
９
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
る

オレンジリボンには、子ども
虐待防止するというメッセー
ジが込められています。

ルアーフィッシングクラブ
「P.M.C KAKUNODATE」の皆さん。

全国大会決勝でグランプリ準大賞。

左から、小原妃生さん、江橋楓さん、伊藤篤希さん、
武藤小太郎さん。

賞
状
を
受
け
取
っ
た
清
水
瑛
太
さ
ん（
中
央
）と
、

副
賞
を
受
け
取
っ
た
羽
場
仁
子
さ
ん
（
左
か
ら

2
人
目
）。

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
藤
村
榮
一
さ
ん
。

表彰される米沢研吾さん。（写真右）
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　
10
月
28
日
、
29
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
と
市
役

所
角
館
庁
舎
第
一
駐
車
場
を
会
場
に

「
第
16
回
仙
北
市
産
業
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

開
幕
し
た
会
場
で
は
、
こ
の
秋
に
収

穫
さ
れ
た
仙
北
市
産
新
米
「
サ
キ
ホ

コ
レ
」
や
西
明
寺
栗
の
焼
き
栗
、
野

菜
、
く
だ
も
の
な
ど
が
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
市
議
会
議
員
有
志
に
よ
る
餅

つ
き
の
実
演
販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
出
店
す
る
な
ど
、
会
場
は
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
角
館
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
米
を
育
て
て

海
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」の
取
り
組
み
で
、

第
16
回仙北

市
産
業
祭

実
り
の
秋

幸
福
を
と
も
に
楽
し
も
う

田
植
え
か
ら
収
穫
作
業
を
体
験
し
て

収
穫
し
た
お
米
を
生
徒
自
ら
販
売
し

た
ほ
か
、
西
明
寺
小
学
校
児
童
に
よ

る
長
ネ
ギ
の
即
売
が
行
わ
れ
、
会
場

を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
両
手
に
持
ち

き
れ
な
い
ほ
ど
の
品
物
を
買
っ
て
い

ま
し
た
。

　
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的

ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
角
館
こ
ど

も
園
の
園
児
、
角
館
高
校
飾
山
囃
子

部
、
創
作
和
太
鼓
桂
組
に
よ
る
お
楽

し
み
企
画
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
29
日
に
は
、屋
外
特
設
会
場
で「
仙

北
市
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」が
行
わ
れ
、

交
通
安
全
啓
発
の
た
め
パ
ト
カ
ー
な

ど
の
車
両
展
示
や
乗
車
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

10
月
8
日
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
周
辺
で

「
２
０
２
３
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
イ
ク
＆
フ
ラ
イ
in

田
沢
湖
」
が
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
登
り
と
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
指
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

を
徒
歩
ま
た
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
で
通
過

し
、ゴ
ー
ル
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　
当
日
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

ク
ラ
ス
に
全
国
か
ら
21
人
が
出
場
。
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
装
備
を
背
負
っ
た
選
手
は
、
た
ざ
わ

湖
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゲ
レ

ン
デ
中
腹
ま
で
駆
け
上
が
る
と
、
そ
こ
か
ら
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
し
て
サ
ボ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
に
着
地
。
再
度
、
黒
森
ゲ
レ
ン
デ
ま
で

駆
け
上
が
り
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
し
て
グ

ラ
ン
ド
に
着
地
し
、
ス
タ
ー
ト
地
点
と
同
じ
く

す
る
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
イ
ク
＆

フ
ラ
イ
in
田
沢
湖

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
新
た
な
競
技

　
11
月
4
日
と
5
日
の
2
日
間
、
思
い
出
の

潟
分
校
で
、
た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市
特
別
企

画
「
ゆ
る
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る
作
品
や

私
物
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
古
道
具
、
レ

ト
ロ
雑
貨
、
古
本
の
ほ
か
、
お
菓
子
、
軽
食

な
ど
の
飲
食
店
も
含
め
30
店
ほ
ど
が
出
店
し

ま
し
た
。
た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市
で
は
見
ら

れ
な
い
な
つ
か
し
い
絵
本
な
ど
の
品
々
を
手

に
取
っ
て「
な
つ
か
し
い
」と
い
い
な
が
ら
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
外
か
ら
今
回
は
じ
め
て
出
店
し

た
人
は
「
レ
ト
ロ
な
潟
分
校
と
、
こ
こ
を
訪

れ
る
人
が
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

特
別
企
画

ゆ
る
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市

　
11
月
12
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
市
民
会
館
自

主
事
業
「
仙
北
市
音
楽
交
流
会 
音
の
泉
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会
し

音
楽
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
当
日
は
、ス
ウ
ィ
ン
グ
チ
ェ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、

生
保
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
角
館
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
部
ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
西
明
寺
小

学
校
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
部
、
神
代
小
学
校
器
楽

部
、
生
保
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
が
出
演
し

ま
し
た
。

仙
北
市
音
楽
交
流
会音の

泉

市
民
会
館
自
主
事
業

　
10
月
14
日
と
15
日
の
2
日
間
、
落
合
運
動

公
園
や
桜
並
木
を
会
場
に
、「
秋
彩
こ
み
ち

in
か
く
の
だ
て
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
ク
ラ

フ
ト
市
で
、
今
回
で
5
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
会
場
に
は
、
ガ
ラ
ス
や
陶
磁
、
木
工
、

布
物
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
や
飲
食
店
な
ど

約
90
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
県
内
外
の
作

り
手
が
秋
の
角
館
に
集
結
し
ま
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
お
気
に
入
り
の
品

物
を
手
に
取
っ
て
、
作
り
手
と
の
会
話
を
楽

し
む
な
ど
、
秋
晴
れ
の
も
と
楽
し
そ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

秋
彩
こ
み
ち

in
か
く
の
だ
て

作
家
が
角
館
に
集
結

仙北市文化祭が、角館・田沢湖・西木の各地区で
開催されました。仙北市文化祭　日頃の活動成果を発表　

【角館地区文化祭】
　10 月 14 日と 15 日の 2 日間、角館交流センターで
開催されました。会場には、公民大学や各種サークルな
どの力作が展示されたほか、芸術文化協会員によるス
テージ発表が行われました。

【田沢湖地区文化祭】
　10 月 21 日と 22 日の 2 日間、田沢湖総合開発セン
ターで 4 年ぶりに開催されました。会場には、各種サー
クルなどの力作が展示されたほか、呈茶や朝採り野菜、
おやきなどが販売されました。

【西木地区文化祭】
　11 月 3 日、西木総合開発センターで 4 年ぶりに開催
されました。会場には、各種サークルなどの力作が展
示されたほか、公民館を利用している団体などのステー
ジ発表が行われました。

　11 月 3 日、西木地区文化祭の開会に先立ち、炊き
出し用調理器具の贈呈式が行われ、仙北市地域婦人連
絡協議会の荒木和子会
長から須田教育長に目
録が手渡されました。
　寄贈いただいたのは、
炊き出し用の炊飯器と
寸 胴 鍋、 ガ ス コ ン ロ、
調理台のセット一式で、
今後公民館の防災教室
などで有効に活用させ
ていただきます。

善意ありがとうございます

関係者によるテープカットで産業祭が開幕しました。

会場は農産物などを買い求める人で賑わいました。

秋晴れのもと、たくさんの人で賑わいました。

思い出の潟分校にレトロな雑貨が並べられました。

最後は、出演者全員がステージで「はずむ心のマーチ」を演奏しました。

サ
ボ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
に
着
地
す
る
様
子
。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

平日平日
8:30 ～17:15 仙北市建設課 ☎43-2294

休日休日
8:30 ～17:15

田沢湖庁舎
（日直取次） ☎43-1111

角館庁舎
（日直取次） ☎43-3309

西木庁舎
（日直取次） ☎43-2200

夜間夜間
17:15 ～翌8:30

角館庁舎
（当直取次） ☎43-3309

雪に関する
相談窓口について

【問合せ】建設課（角館庁舎） ☎（43）2294
 総合防災課（田沢湖庁舎） ☎（43）1115　長寿支援課（角館庁舎） ☎（43）2281

　除雪など雪に関するご相談がありましたら下記の担当にご連絡ください。ご相談内容により、担当部署に
電話を転送することがあります。
　また、夜間および土・日曜日、祝日などは当直・日直が電話をお取り次ぎしますが、すぐに対応できない
場合がありますので、あらかじめご了承ください。

道路除雪・流雪溝に関すること

▶ �除雪作業中の除雪車は危険ですので絶対に
近づかないでください。

▶ �路上駐車は除雪作業の障害となります。路上
への長期駐車、夜間駐車は絶対にしないよう
にお願いします。

▶ �屋根から落ちた雪や宅地内の雪を道路に出
さないでください。

▶ �冬期間に関わらず、雪解け後に除雪作業によ
る側溝などの破損箇所が見つかった場合に
は、早めに建設課へお知らせください。

除雪作業へのご協力をお願いします

平日平日
8:30 ～17:15 仙北市総合防災課 ☎43-1115

休日休日
8:30 ～17:15

田沢湖庁舎
（日直取次） ☎43-1111

角館庁舎
（日直取次） ☎43-3309

西木庁舎
（日直取次） ☎43-2200

夜間夜間
17:15 ～翌8:30

角館庁舎
（当直取次） ☎43-3309

雪害などに関する緊急時

▶ �作業は2人以上で行い、無理はしない。
▶ �足場の確認をし、周りに雪を残す。
▶ �動きやすい服装と命綱・ヘルメットを

着用し、携帯電話を身につける。
▶ �屋根からの落雪に注意して、軒下には

近づかない。
▶ �除雪機の雪づまりはエンジンを切って

完全に除雪機が停止してから棒などで
取り除く。

高齢者世帯等除雪支援事業による費用の助成について

平日平日
8:30 ～17:15 仙北市長寿支援課 ☎43-2281

屋根の雪下ろし作業時の注意点

●�利用対象者／仙北市に住所を有し現に居住している市民
税非課税世帯または市民税均等割のみ課税世帯で、次の
いずれかに該当する世帯とします。ただし、別居の親族や
近隣からの支援がある世帯や生活保護世帯は除きます。

▶�75歳以上のひとり暮らし世帯
▶�同居者全員が 75歳以上である世帯
▶�身体障害者手帳1級～ 3級・療育手帳・精神保健福祉手

帳の所持者、介護保険要介護3 ～ 5認定者、18歳未満
の方のみで構成されている世帯など

▶�75歳以上の方と身体障害者手帳1級～3級・療育手帳・
精神保健福祉手帳の所持者、介護保険要介護3 ～ 5認
定者、18歳未満の方のみで構成されている世帯など

▶�その他特別な理由のある方で、市長が認めた世帯
（担当民生委員か行政連絡員の意見が必要です）

詳細は広報せんぼく10月号ま
たは仙北市ホームページに掲載
しています

年末年始の各種証明書・届け出
とごみの受け入れおよび各施設
の業務案内について

【問合せ】
《戸籍関係》市民生活課 市民係（角館庁舎） ☎（43）3307
《ごみ関係》�市民生活課 環境保全係（角館庁舎） ☎（43）3308　

大曲仙北広域北部ごみ処理センター ☎（42）8177
《施設関係》各施設にお問い合わせください。

 各種証明書、戸籍の届け出 
　12月29日㈮から 1月3日㈬の期間中は各種証明書の発
行ができませんので、必要な証明書などの請求、各種手続
きはお早めに済ませてくださるようお願いします。
※コンビニでの各種証明書の交付サービスも停止します。
※�戸籍届出（死亡届ほか）の窓口は休日、祝日、夜間体制で通常ど

おり受付します（夜間受付窓口は角館庁舎のみ）。

 ごみの受け入れについて 
　大曲仙北広域北部ごみ処理センターでは 12月29日㈮ま
で、ごみの受け入れをします。年始は令和6年1月4日㈭
からの受け入れになります。

▼ �受け入れ可能なごみ…可燃ごみ、資源ごみ（空缶・ペッ
トボトル・本・雑紙類・新聞紙・ダンボール）、粗大ごみ

※不燃ごみは 12月28日㈭まで一般廃棄物最終処分場で受
　け入れをします。

施設名 開庁（館）時間 28日
㈭

29日
㈮

30日
㈯

31日
㈰

１日
㈪

２日
㈫

３日
㈬

４日
㈭

５日
㈮

▼市役所 各庁舎・各出張所 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休

▼各公民館・総合開発センター
（中央公民館は 21:00 まで） 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▼各体育館・武道館 9:00 ～ 20:30 休 休 休 休 休 休

▼角館東地区体育館 8:30 ～ 20:00 休 休 休 休 休 休

▼角館武道館 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▼北部ごみ処理センター 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休

▼角館・西木・田沢湖一般廃棄物最終処分場 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休

▼仙北市堆肥センター 9:00 ～ 17:00 休 休 休 休 休 休

▼仙北市民会館 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休

▼田沢湖図書館 9:00 ～ 17:00 休 休 休 休 休 休 休 休

▼学習資料館 9:00 ～ 19:00 休 休 休 休 休 休 休 休

▼角館樺細工伝承館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで）

休 休 休 休 休 休 休 休

▼角館町平福記念美術館

▼新潮社記念文学館
9:00 ～ 16:30

（入館は 16:00 まで）
休 休 休 休 休 休 休 休

▼田沢湖クニマス未来館

▼思い出の潟分校
9:00 ～ 16:00 休 休 休 休

▼旧石黒（恵）家 9:00 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休

▼武家屋敷 河原田家
9:00 ～ 16:30

（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休

▼田沢のミュージアム「荷嶽館」 9:00 ～ 17:00
（入館は 16:30 まで）

休 休 休 休 休 休

▼市立田沢湖病院 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休

※直接来院せず、事前に電話（☎43-1131）でご相談ください。

▼市立角館総合病院 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休

※年末年始期間中は救急外来（24時間救急体制）対応となります ( クレジットカードでの医療費の支払いはできかねます）。また、院内のレス
トラン、売店、ATM なども休業予定です。

※人工透析は一部実施しますので、詳細は透析室へお問い合わせください。（代表：☎54-2111）

▼神代診療所 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休 休 休

▼西明寺診療所 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休 休 休

休日診療対応

救急外来対応

各庁舎のみ日直が対応します

 各施設の業務案内 　※不明な点は各施設にお問い合わせください。

開館
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
停
止
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

市
民
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
7

　
下
記
の
日
程
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
長
期
間
の
サ
ー
ビ
ス
停
止

と
な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

日
程
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
８
日
㈮
～
12
月
27
日
㈬
終

日（
予
定
）

※�

運
用
停
止
中
は
全
て
の
証
明
書（
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍（
全
部
・

個
人
事
項
）証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
）

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ

ん
。

　
仙
北
市
役
所
３
庁
舎（
田
沢
湖
・
西
木
・

角
館
）に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
・
公
金
受
取
口
座
登
録
の

サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※�

混
雑
の
具
合
に
よ
り
、
待
ち
時
間
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
い
た
だ
き
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
の

ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
期
間
／
令
和
６
年
３
月
29
日

　
㈮
ま
で

※�

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
29
日
㈮
～
１
月
３

日
㈬
を
除
く
。

●
時
間
／
田
沢
湖
・
西
木
・
角
館
庁
舎　

　
９
時
～
16
時

●
持
ち
物
／

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
時
に
設

定
し
た
利
用
者
証
明
書
用
電
子
証
明
書
パ

ス
ワ
ー
ド（
数
字
４
桁
）　　
　
　
　

▼
公
金
受
取
口
座
を
登
録
す
る
方
は
通
帳
も

　
必
要
に
な
り
ま
す

●�

そ
の
他
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト（https://w

w
w

.
kojinbango-card.go.jp

）を
ご
覧
に

な
る
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０ｰ

95ｰ

０
１
７
８

(

平
日
9
時
30
分
～
20
時
、
土
・
日
曜
日
・

祝
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分（
年
末
年
始

除
く
）無
料)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

市
民
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
7

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

　

 

申
込
お
よ
び
公
金
受
取
口
座
登
録
の
支
援
に
つ
い
て

油
の
流
出
に
ご
注
意
を
！

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

環
境
保
全
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
8

　
暖
房
器
具
を
多
用
す
る
季
節
と
な
り
、

油
類
の
取
扱
い
が
増
え
る
時
期
と
な
り
ま

す
。

　
例
年
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
誤
っ
て
灯

油
を
流
出
さ
せ
る
な
ど
の
油
事
故
が
増
え

る
時
期
で
も
あ
り
、
灯
油
な
ど
を
流
出
さ

せ
た
場
合
は
、
そ
の
回
収
や
事
故
処
理
に

要
す
る
費
用
は
全
て
原
因
者
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
灯
油
な
ど
が
河

川
に
流
出
し
た
場
合
、
上
水
道
の
取
水
停

止
な
ど
、
地
域
住
民
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
発
見
し
た
場

合
は
、
お
近
く
の
国
土
交
通
省
や
県
の
機

関
、
市
役
所
、
消
防
署
、
警
察
な
ど
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／

　
雄
物
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会

　
☎
０
１
８
３ｰ

73ｰ

５
３
４
０

　
市
民
生
活
課 

環
境
保
全
係

　
☎
43ｰ

３
３
０
８

　
今
年
に
入
り
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す
！

　
秋
田
県
で
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
幅

広
い
年
代
で
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
お
金
の
話
を
さ
れ
て
も
信
じ
ず
、
絶
対

に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
わ
り
の

人
、
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、

す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

　
お
金
を
相
手
に
渡
し
た
ら
、
増
え
る
ど

こ
ろ
か
、
も
う
戻
っ
て
は
き
ま
せ
ん
！

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
他
の
人
に
は
渡
さ

な
い
で
！

●�

問
合
せ
／

　
仙
北
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

３
３
１
３

　
仙
北
警
察
署�

☎
53ｰ

２
１
１
１

【
問
合
せ
】仙
北
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
３

特
殊
詐
欺
が
急
増
！

　
　
　
　
「
必
ず
も
う
か
る
」は
サ
ギ
を
疑
っ
て
！

冬
の
給
水
管
の
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課 （
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
６

　
冬
期
間
は
、
給
水
管
の
凍
結
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
特
に
気
温
が
氷
点
下
4
℃
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
昨

年
度
、
仙
北
市
で
は
給
水
管
の
凍
結
が
原

因
と
思
わ
れ
る
漏
水
が
20
件
程
度
あ
り
ま

し
た
。

　
気
温
が
低
い
場
合
、
長
期
間
留
守
に
す

る
場
合
、
空
き
家
な
ど
に
お
い
て
宅
内
の

給
水
管
が
凍
結
し
た
場
合
、
水
が
出
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
給
水
管
が
破
裂
し
て
漏

水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
給
水
管
は
お
客
さ
ま
の
財
産

（【
参
考
資
料
】）で
す
の
で
、
そ
の
際
の

解
氷
作
業
や
修
繕
工
事
は
お
客
さ
ま
の
費

用
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
給
水
管
凍

結
に
よ
る
破
裂
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た

水
道
料
金
や
、
管
理
を
怠
っ
た
た
め
に
発

生
し
た
漏
水
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
早
め
に
凍
結
予
防
対
策
を
し
、
今
後
の

天
気
予
報
に
注
意
し
な
が
ら
、
給
水
管
の

凍
結
を
防
ぐ
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ 

▼
屋
外
で
露
出
し
て
い
る
給
水
管

▼
北
側
で
日
が
当
た
ら
な
い
所
や
風
当

　
り
の
強
い
所

 

凍
結
を
予
防
す
る
方
法 

▼
水
抜
栓
を
操
作
し
給
水
管
内
の
水
を

　
抜
く

▼
保
温
材
を
巻
き
給
水
管
を
保
温
す
る

▼�
古
い
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
は
保
温
性

が
低
い
た
め
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
類
を
袋
に
詰

め
た
も
の
を
入
れ
て
保
温
す
る

▼
長
期
不
在
や
空
き
家
の
給
湯
器
本
体

　

や
給
湯
器
ま
わ
り
の
給
水
管
・
給
湯

　
管
の
水
を
抜
く

 

水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
と
き 

▼�

蛇
口
や
給
水
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
あ

て
て
、上
か
ら
ぬ
る
ま
湯（
40
℃
前
後
）

を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い

※�

熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
や
ひ
び
割
れ
の
原

因
と
な
り
ま
す

▼�

右
記
対
応
が
で
き
な
い
場
合
は
、「
仙

北
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　給水装置について
　道路に埋設された配水管（市が管理する水道管）から分岐して各家庭へ水道水を引き込むための給水管や、これに直
　結している蛇口などを「給水装置」といいます。
　所有区分について
　公道に埋設された配水管は市の所有物で、配水管から分岐した「給水装置」はお客さまの所有物です。
　管理区分について
　給水装置はお客さまの所有物であり、新築・改造・修繕・撤去する場合には、お客さまの費用負担となります。しか
　し、水道メーターより手前（本管側）の漏水については公衆災害に結びつくことが考えられるため、市の負担で修繕
　を行います。　
　（修繕費については一部、お客さまに負担していただく場合があります。）

【参考資料】
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　
今
年
で
46
回
目
と
な
る
児
童
生
徒
県
南

美
術
展
が
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
県
南
７
市
町
村（
仙
北
市
・
大

仙
市
・
美
郷
町
・
横
手
市
・
湯
沢
市
・
羽
後

町
・
東
成
瀬
村
）か
ら
９
６
２
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作

は
１
月
24
日
㈬
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

会
期
／
令
和
6
年
1
月
24
日
㈬
ま
で

●�

同
時
開
催
／
常
設
展
示　
平
福
穂
庵
・

百
穂
展（
第
1
展
示
室
）

●�

開
館
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30

分（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●�

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　
12
月
28
日
㈭
～
令
和
6
年
1
月
4
日
㈭

●�

入
館
料
／
一
般
２
５
０
円（
高
校
生
以

上
）、
中
学
生
以
下
、
仙
北
市
民
は
無
料
。

第
46
回
児
童
生
徒
県
南
美
術
展
開
催
中
！

【
問
合
せ
】平
福
記
念
美
術
館 

☎（
54
）３
８
８
８

　
仙
北
市
と
フ
リ
マ
ア
プ
リ
大
手
の
メ
ル

カ
リ
と
の
連
携
事
業
第
3
弾
と
し
て
、
12

月
よ
り
次
の
と
お
り「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ

ク
ス
」の
無
償
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」と
は
、
家

の
中
に
眠
っ
て
い
る「
も
う
使
わ
な
く
な
っ

た
け
れ
ど
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
」を
見
え

る
化
し
、
一
時
的
に
保
管
し
て
お
く
た
め

の
箱
で
す
。「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」

内
の
も
の
を
自
身
で
販
売
し
た
り
、
他
の

方
に
譲
っ
た
り
す
る
な
ど
、
リ
ユ
ー
ス
の

実
践
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い（
市
へ
の
持

ち
込
み
を
受
け
付
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

●
対
象
者
／
仙
北
市
民

●
配
布
数
／
３
０
０
人
へ
の
配
布
と　
　

し
、
な
く
な
り
次
第
終
了

●
配
布
物
セ
ッ
ト
内
容
／

　
「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」１
個
お
よ

び
梱
包
資
材
３
個

※
お
１
人
１
セ
ッ
ト
限
り

●�

配
布
方
法
／
12
月
１
日
㈮
か
ら
仙
北
市

役
所
田
沢
湖
庁
舎
２
階
企
画
政
策
課
で

配
布（
土
日
祝
除
く
）し
ま
す
。
そ
の
他
、

12
月
５
日
㈫
お
よ
び
12
月
12
日
㈫
は
、

角
館
庁
舎
正
面
玄
関
付
近
特
設
ス
ペ
ー

ス
で
配
布
し
ま
す
。

「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」を
無
償
配
布
し
ま
す

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
） ☎（
43
）1
２
４
１

市
有
財
産
を
公
売
し
ま
す

【
問
合
せ
】教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
２

　
次
の
物
件
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
に
よ
る
公
売
を
行
い
ま
す
。

●
公
売
物
件
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
…
１
台

▼
日
野　
リ
エ
ッ
セ
Ⅱ（
Ｓ
Ｄ
Ｇｰ

Ｘ
Ｚ
Ｂ

　
50
Ｍ
）・
平
成
24
年
７
月
登
録
・
車
台
番

　
号
Ｘ
Ｚ
Ｂ
50ｰ

０
０
０
５
２
６
４

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り「
車
両
の
概
要
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
最
低
売
却
価
格
／
非
公
開

※
入
札
保
証
金
・
契
約
保
証
金
は
免
除

●
物
件
の
公
開
に
つ
い
て
／

▼
期
間
…
12
月
11
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮

▼
時
間
…
９
時
～
16
時

▼
場
所
…
西
木
庁
舎
車
庫

※
事
前
に
立
会
時
間
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
入
札
方
法
／
最
低
落
札
価
格（
予
定
価

　
格
）以
上
の
金
額
で
、
最
高
価
格
を
入

　
札
し
た
方
と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

※�

最
低
価
格
同
額
が
２
人
以
上
の
場
合
は
く
じ

引
き
で
決
定
し
ま
す
。

●
入
札
参
加
資
格
／

▼
個
人
…
仙
北
市
に
住
民
基
本
台
帳
登
録

　
さ
れ
て
い
る
方

▼
法
人
…
仙
北
市
競
争
入
札
参
加
資
格
審

　
査
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
法
人

●
入
札
申
込
／
市
有
財
産
公
売
参
加
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
書
類

　
を
添
え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
書

　
類
な
ど
の
詳
細
は
仙
北
市
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

▼
期
間
…
12
月
11
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮

※�

郵
送
不
可

▼
時
間
…
９
時
～
16
時

▼
提
出
先
…
仙
北
市
教
育
委
員
会
学
校

　
教
育
課（
西
木
庁
舎
２
階
）

●
入
札
に
つ
い
て
／

▼
入
札
日
…
12
月
20
日
㈬ 

15
時

▼
場
所
…
西
木
庁
舎
２
階 

２
０
３
会
議
室

※�

入
札
開
始
10
分
前
ま
で
受
付
す
る
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。
遅
れ
た
場
合
は
辞
退
と

み
な
し
ま
す
。

※�

入
札
当
日
は
、
内
容
説
明
を
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
不
明
な
点
は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
契
約
締
結
お
よ
び
代
金
の
納
入
／

　
落
札
者
は
、
落
札
後
に
契
約
締
結
し
、

　

契
約
締
結
後
20
日
以
内
に
落
札
代
金

　
の
全
額
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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仙
北
市
で
は
、
令
和
５
年
度
よ
り「
仙

北
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
仙
北
市
内
各
地
域
に
あ

る
文
化
財
の
滅
失
を
防
ぎ
、
確
実
に
継
承

し
て
い
く
た
め
、
指
定
・
未
指
定
に
関
わ

ら
ず
多
種
多
様
な
有
形
・
無
形
の
文
化
財

の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
、
市
民
・
民
間
団

体
・
行
政
な
ど
地
域
総
が
か
り
で
取
り
組

む
た
め
の
も
の
で
す
。

　
計
画
作
成
の
基
礎
調
査
と
し
て
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、

「
歴
史
文
化
と
文
化
財
へ
の
認
知
度
・
関
心

度
・
イ
メ
ー
ジ
」、「
文
化
財
を
将
来
へ
伝
え

て
い
く
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」な
ど
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
皆
さ
ま
に
は
12
月
中
に

ご
自
宅
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
ま
す
。
回

答
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】文
化
財
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
４

「
仙
北
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」策
定
に
伴
う

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て

　
緊
急
通
報
装
置（
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
）

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
な
ど
が
急

病
や
災
害
時
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
度
か
ら
緊

急
時
の
駆
け
付
け
を
A
L
S
O
K
に
よ

る
駆
け
付
け
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
A
L
S
O
K
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
対
象
者
／

▼
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

　
高
齢
者

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障
が
い
者

▼�

寝
た
き
り
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
市

長
が
認
め
た
高
齢
者
を
抱
え
る
高
齢
者
世

帯
▼�

日
中
お
よ
び
夜
間
な
ど
家
族
の
都
合
に

よ
り
、
独
居
の
状
態
が
認
め
ら
れ
る
高

齢
者

▼
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
世
帯　
　

●
利
用
申
請
／　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

　
☎
54ｰ

２
４
９
３（
角
館
）☎
43ｰ

１
３
６
８

　

(

田
沢
湖
）☎
48ｰ

２
９
４
０(

西
木
）

　
（
仙
北
市
か
ら
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
に
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
）

●
利
用
方
法
／　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
利
用
者
と
し
て
決
定
す
る
と
、「
緊
急
通

　
報
装
置
」と「
火
災
セ
ン
サ
ー(

煙
）」を

　
自
宅
に
設
置
し
ま
す
。

▼�
急
病
や
災
害
な
ど
の
時
に
、
ボ
タ
ン
を

押
す
こ
と
に
よ
り
、
A
L
S
O
K
に
通

報
さ
れ
ガ
ー
ド
マ
ン
が
駆
け
付
け
ま
す
。

●
利
用
料
／
月
額
６
０
０
円　
　
　
　
　

●
問
合
せ
／　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
長
寿
支
援
課
長
寿
い
き
が
い
係

　
☎
43ｰ

２
２
８
１

　

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
１

緊
急
通
報
装
置（
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
）に
は

　
　
　
　
　
　
　
駆
け
付
け
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
て
ま
す

　
仙
北
市
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
追
加
で
利
用
申
請
を
受
付
し
ま

す
。

●�

事
業
の
目
的
／
家
庭
の
事
情
に
よ
り
養

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、
一
時
的

に
施
設
で
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
と
そ
の
家
族
の
冬
期
間
の
生
活
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

●�

利
用
対
象
者
／
仙
北
市
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
養
護
を
必
要
と

し
自
力
で
共
同
生
活
が
で
き
る
方

●�

利
用
定
員
／
１
人
部
屋 

3
室

●�

利
用
期
間
／
１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
の

４
か
月
間

●�

利
用
料
／
１
日
２
３
０
０
円(

食
費
含
む)

●�

利
用
施
設
／
社
会
福
祉
法
人
県
南
ふ
く

し
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
流
苑
内

　
（
仙
北
市
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
３
２

　
番
地
）

●�

利
用
の
申
請
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
書
類
を
長
寿
支
援
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
利
用
可
否
に
つ
い
て

は
、
随
時
審
査
と
な
り
ま
す
）

※�

申
請
書
類
は
長
寿
支
援
課
お
よ
び
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●�

そ
の
他
／
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な

方
は
、
事
前
に
長
寿
支
援
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

冬
期
間
、
養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
支
援
し
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
） ☎（
43
）２
２
８
１

　
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
や
施
術
を
受
け

ら
れ
た
方
に「
医
療
費
通
知
」を
お
送
り
し

ま
す
。
医
療
機
関
名
や
医
療
費
、
自
己
負

担
相
当
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
確

定
申
告
で
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
か
ら
発
行
回
数
が
年
２
回
に

変
更
と
な
り
ま
す
。
発
送
時
期
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

発
送
時
期
／

▼
第
１
回
目
：
令
和
６
年
１
月
中
旬（
令
和

　
５
年
１
月 

～ 

令
和
５
年
10
月
診
療
分
）

▼
第
２
回
目
：
令
和
６
年
２
月
下
旬（
令
和

　
５
年
11
月 

～ 

令
和
５
年
12
月
診
療
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
） ☎（
43
）３
３
1
６
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●「
川
柳
」と
は

　
五
・
七
・
五
を
基
本
と
し
た
短
詩
。
俳
句
に
は

季
語
や
切
れ
字（「
や
」「
か
な
」「
け
り
」な
ど
）

を
用
い
る
の
に
対
し
、
川
柳
に
は
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

な
表
現
・
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」と
は

　

２
０
１
５
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」に
て
記
載
さ
れ
た

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際

目
標
で
す
。
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る

た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
な
ど
の
指
標
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
地
球
上
の
誰
ひ
と
り
と
し
て

取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。
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世
界
基
準
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で

あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）。

仙
北
市
は
、
そ
の
視
点
を
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
に
活
か
す
取
組
の
提
案
が
評
価
さ

れ
、
平
成
30
年
度
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」第
１
弾
の
全
国
29
自
治
体
の
一
つ
と

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
機
運
醸
成
を
目
的
に
始

ま
っ
た「
仙
北
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
川
柳
コ
ン

ク
ー
ル
」は
今
回
で
第
３
回
と
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

ぜ
ひ
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
応
募
資
格
／

▼
仙
北
市
在
住
の
方

▼
仙
北
市
内
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る
方 

▼
仙
北
市
内
の
企
業
に
お
勤
め
の
方

●
応
募
方
法
／

　
必
要
事
項(

注
１)

を
下
記
二
次
元
コ
ー

　

ド
の
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム(

注
２)

に

　
ご
記
入
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
一
人
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
作
品
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
の

　
た
め
、
市
が
広
報
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。

（
注
1
）必
要
事
項
に
つ
い
て

　

�

①
氏
名　
②
住
所　
③
学
校
名
学
年
ま

た
は
勤
務
先　
④
電
話
番
号　
⑤
川
柳

⑥
公
表
用
の
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

⑦
年
齢　

⑧
該
当
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル
番
号　
⑨
作
品
に
関
す
る
コ
メ

ン
ト
な
ど

※�

①
～
④
の
個
人
情
報
は
、
応
募
資
格
の
確
認
、

賞
品
の
受
け
渡
し
の
た
め
に
使
用
し
公
表
し

ま
せ
ん
。

（
注
２
）応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

　

�

応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

接
続
で
き
ま
す
。
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム

で
の
応
募
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、

市
企
画
政
策
課（「
問
合
せ
」参
照
）、
ま

た
は
、「
サ
ラ
ッ
と
一
句
！
わ
た
し
の
川

柳（
旧
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
）」で
お
馴

染
み
の
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
の
角

館
営
業
オ
フ
ィ
ス
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

操
作
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

●
仙
北
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
特

別
パ
ー
ト
ナ
ー
／
第
一
生
命
保
険
株
式　

　
会
社 

秋
田
支
社
角
館
営
業
オ
フ
ィ
ス　

　
（
仙
北
市
角
館
町
水
ノ
目
沢
83ｰ

32
）

　
☎
０
５
０ｰ

３
７
８
２ｰ
０
０
８
６（
平
日

　
9
時
～
15
時
30
分
）

※�

応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
は
、「
仙
北
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」の
も
の
で
あ
り
、「
サ
ラ
ッ

と
一
句
！
わ
た
し
の
川
柳
」の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間
／
令
和
6
年
1
月
29
日
㈪
ま
で

第
3
回
仙
北
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
２

●
賞
品
／

▼�

最
優
秀
賞
：
図
書
カ
ー
ド
1
万
円
分（
1

名
様
）

▼�

優
秀
賞
：
図
書
カ
ー
ド
3
千
円
分（
１
名

様
）

▼�
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学校適正配置学校適正配置検討委員会検討委員会を開催を開催
問合せ／仙北市教育委員会 学校適正配置準備室 ☎43-3381

　11月7日、今年度2回目の学校適正配置検討委
員会を開催しました。3月に学校適正配置方針で
示していた「一定の集団を確保できる望ましい学
校規模」について、具体的な検討が行われました。
　今年度内に、学校適正配置計画（骨子案）のと
りまとめを目指していて、「目指す具体的な学校規
模」と「それを実現するための再編の考え方」の検
討が続けられています。

◆主な検討内容・意見
▶市民意見交換会で多く寄せられた「1学級20 から 30

人規模で、複数クラスが望ましい」とする意見を反
映し、「小・中学校とも学級替えができる規模

（1学年2学級以上）」を目指す。
▶ただし、本市特有の地理的条件により通学など

に配慮する場合は、「1学年、20人程度の児童
生徒がいる規模」を目標とする。

角館・白岩 小学校統合角館・白岩 小学校統合準備委員会準備委員会を開催を開催

　10月16日、第3回目の統合準備委員会が開
催されました。
　今回、意見がまとまった協議事項は右のとお
りです。また、通学方法として白岩地域にスクー
ルバスを運行することや統合前の交流事業計画、
PTA など学校関係組織の取り扱いなどは、引き
続き協議することとしました。
　今後、すべての協議がまとまれば、教育委員
会に報告書が提出される予定です。

◆今回、意見がまとまった協議事項
▶統合時期は、令和7年4月とする。
▶体育着など学用品は、統合前のものを引き続き使用

し、買い換え時に角館小学校のものに揃える。

~ 統合時期は、令和 7 年 4 月で意見集約 ～~ 統合時期は、令和 7 年 4 月で意見集約 ～

　学校適正配置に関する取り組み状況は、市ホー
ムページ特設コーナー内でご覧いただけます。

仙北市 休日の中学校部活動地域移行について
  市では、令和4年度から、国の示す学校部活動地域移行に向けた取組方針に従い、
部活動指導員を数校に派遣し、実態調査実施や本部設置に向けて取り組んでいます。

どうして部活動地域移行なのか？
▶全国で少子化が深刻化しています。

【現状】
① 学校単位での活動が困難に！
　 部員数が足りず、団体種目は単独校でチームが組めない。
　 合同チームで参加するが、状況に応じて大会ごとに、組
　 むチームが異なり、指導方法の違いや体制に苦慮している。
② 中学校における部活動数の減少
　 部活動が廃部になるなど、やりたい部活動が学校になく
　 なっている。
③ 教職員の専門性
　 種目ごとに専門的な指導者を教職員で確保できない。

市の取組
〈令和 4 年度の取組〉
▶部活動指導員の配置
　→女子バスケットボール部、バレーボール部、
　　柔道部、卓球部、剣道部
▶仙北市部活動地域移行ビジョン作成

〈令和 5 年度の取組〉
▶部活動指導員の配置
　（令和 4 年度と同様、同種目で活用）
▶仙北市部活動地域移行推進本部設置要綱策定、
　準備委員会と検討委員会の開催
▶学校への予備調査、スポーツ協会・スポーツ少
　年団・スポーツクラブ・保護者へのアンケート
　調査実施

〈目標〉
令和8年度からの休日の部活動地域移
行を目指しています。

問合せ／仙北市教育委員会 北浦教育文化研究所 ☎43-3387
　　　　仙北市スポーツ振興課 ☎43-3390

➡ 課題が山積しているため、できるところから整備してい
　 きたいと考えています。



会計名 予算額 収入額 支出額

集中管理特別会計 40 億 5,539 万円 3 万 9 千円 18 億 3,304 万 9 千円

国保特別会計 ( 事業勘定 ) 27 億 9,543 万 4 千円 12 億 9,043 万 9 千円 10 億 6,943 万 6 千円

国保特別会計(神代診療施設勘定) 9,714 万 2 千円 1,084 万 2 千円 3,112 万 1 千円

後期高齢者医療特別会計 3 億 6,068 万 3 千円 1 億 1,929 万 9 千円 1 億 1,830 万 7 千円

介護保険特別会計 5 億 8,456 万 6 千円 1 億 3,703 万 6 千円 2 億 3,454 万 7 千円

生保内財産区特別会計 9,966 万 1 千円 9,885 万 7 千円 5,277 万円

田沢財産区特別会計 5,628 万円 2,248 万 2 千円 1,495 万 8 千円

雲沢財産区特別会計 421 万 1 千円 223 万 8 千円 10 万 3 千円

合計 80 億 5,336 万 7 千円 16 億 8,123 万 2 千円 33 億 5,429 万 1 千円

款
予算額

収入率
収入額

市税
26 億 836 万 1 千円

68.2%
17 億 7,925 万 4 千円

地方譲与税
2 億 6,605 万 5 千円

36.6%
9,743 万 8 千円

交付金等
6 億 7,420 万円

59.0%
3 億 9,812 万円

地方交付税
85 億 456 万 2 千円

68.3%
58 億 1,030 万 8 千円

国庫支出金
19 億 8,420 万 8 千円

26.9%
5 億 3,322 万 7 千円

県支出金
11 億 7,425 万 1 千円

10.9%
1 億 2,824 万 2 千円

寄附金
12 億 1,229 万 3 千円

42.2%
5 億 1,178 万 3 千円

繰入金
22 億 3,590 万 7 千円

0%
0 円

市債
13 億 2,766 万円

0%
0 円

その他
13 億 3,156 万 5 千円

43.8%
5 億 8,347 万 5 千円

合計
213 億1,906 万 2 千円

46.2%
98 億 4,184 万 7 千円

　仙北市財政状況の作成および公表に関する条例（平成
17 年仙北市条例第 43 号）第 2 条の規定に基づき、令和 5
年 4 月 1 日から令和 5 年 9 月 30 日までの期間における仙
北市の財政状況を次のとおり公表します。

款
予算額

支出率
支出額

議会費 1 億 5,264 万 6 千円 40.4％6,172 万円

総務費 42 億 677 万 8 千円 21.8%9 億 1,529 万 5 千円

民生費 52 億 5,162 万 4 千円 44.6％23 億 4,398 万 6 千円

衛生費 26 億 1,514 万 3 千円 58.4%15 億 2,605 万 6 千円

労働費 6,288 万 3 千円 77.4%4,866 万 1 千円

農林
水産業費

11 億 2,530 万 7 千円 51.6%
5 億 8,112 万 2 千円

商工費 8 億 5,544 万 4 千円 59.9%5 億 1,217 万 7 千円

土木費 21 億 9,412 万 9 千円 60.2%13 億 2,134 万 7 千円

消防費 8 億 3,885 万 1 千円 64.2%5 億 3,894 万 6 千円

教育費 15 億 7,686 万 4 千円 28.7％4 億 5,267 万 4 千円

公債費 21 億 7,434 万 5 千円 50.0％10 億 8,718 万 7 千円

その他 2 億 6,504 万 8 千円 12.9%3,421 万 8 千円

合計 213 億1,906 万 2 千円 44.2%94 億 2,338 万 9 千円

財政状況財政状況を
お知らせします

上半期上半期

▼ 歳 入

▶ 特別会計とは… 
　特定の事業を行う
場合や、特定の収入
を特別な支出にあて
るために、一般会計
と区別して経理して
いる会計です。

▶ 市税 
　市民税や固定資産税など

▶ 地方譲与税 
　国税として徴収し、地方公共
団体に対して譲与する税

▶ 交付金等 
　国から地方公共団体に対して
交付されるお金（県税などを財
源として市町村へ交付されるお
金）

▶ 地方交付税 
　地域間の財政力格差を調整す
るために国から交付されるお金

▶ 国庫支出金 
　特定の事業に対し、国から交
付される補助金など

▶ 県支出金 
　特定の事業に対し、県から交
付される補助金など

▶ 寄附金 
　寄附でいただいたお金

▶ 繰入金 
　他の会計から繰り入れしたお金

▶ 市債 
　大きな事業を行うために借り
入れるお金

▶ その他 
　使用料および手数料や財産収
入など

　一般会計の執行状況 ▼ 歳 出

　特別会計の執行状況

区分 市民税（個人） 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税
調定額（現年課税分） 7 億 8,480 万 8 千円 13 億 1,615 万 3 千円 9,387 万円 3 億 4,589 万 7 千円

納税義務者数 1 万 1,137 人 1 万 3,549 人 9,019 人 3,238 人

1 人当たりの税負担額 7 万 469 円 9 万 7,140 円 1 万 408 円 10 万 6,824 円

　住民の負担の状況

区分 期末現在高

土地
宅地 366 万 9,930㎡

山林 3,632 万 1,761㎡

その他 3,195 万 804㎡

建物 19 万 9,274㎡

有価証券 2 億 4,940 万 1 千円

出資金 1 億 4,429 万円

物品 1,930 台

債権 7 億 9,486 万 1 千円

基金 47 億 3,526 万 4 千円

　財産の状況

会計名 限度額 期末借入現在高

一般会計 50 億円

国保特別会計 ( 事業勘定 ) 1 億 3,000 万円

国保特別会計 (神代診療施設勘定) 2,000 万円

合計 51 億 5,000 万円

　一時借入金の現在高

会計名 前期末現在高
期中増減高（上期）

期末現在高
借入額 償還額

一般会計 225 億 6,940 万 5 千円 10 億 6,303 万 3 千円 215 億 637 万 2 千円

国保特別会計(神代診療施設勘定) 1,830 万 6 千円 444 万 7 千円 1,385 万 9 千円

介護保険特別会計 2,462 万 2 千円 1,220 万円 1,242 万 2 千円

合計 226 億1,233 万 3 千円 10 億 7,968 万円 215 億 3,265万 3 千円

　地方債の状況

会計名
収入（上段：収益的収入　下段：資本的収入） 支出（上段：収益的支出　下段：資本的支出）

予算額 収入額 収入率 予算額 支出額 支出率

病院事業会計
49 億 3,538 万 5 千円 22 億 6,044 万 7 千円 45.8% 51 億 1,214 万 2 千円 22 億 2,463 万 3 千円 43.5%

8 億 8,330 万円 2 億 4,680 万 2 千円 27.9% 10 億 4,435 万 6 千円 2 億 2,152 万 9 千円 21.2%

温泉事業会計
9,137 万 2 千円 1,642 万 1 千円 18.0% 9,878 万 6 千円 2,877 万 6 千円 29.1%

4,875 万 7 千円 0 円 0% 4,934 万 8 千円 1,140 万 6 千円 23.1%

水道事業会計
5 億 5,873 万 3 千円 2 億 3,923 万 7 千円 42.8% 6 億 6,473 万 3 千円 2 億 5,983 万 5 千円 39.1%

6 億 3,507 万 4 千円 0 円 0% 8 億 8,079 万 8 千円 2 億 5,052 万円 28.4%

下水道
事業会計

8 億 5,172 万 6 千円 5 億 6,665 万 1 千円 66.5% 9 億 3,879 万 3 千円 3 億 7,874 万 6 千円 40.3%

4 億 4,499 万 7 千円 3 億 202 万 5 千円 67.9% 6 億 2,473 万 8 千円 2 億 8,108 万 9 千円 45.0%

　公営事業の経理の概況

用語解説用語解説

用語解説用語解説

用
語
解
説

用
語
解
説

▶ 収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に
発生すると見込まれるすべての収益とそれに対応す
るすべての費用のことです。したがって、減価償却
費のように現金支出を伴わない支出についても費用
に含まれます。

▶ 資本的収支とは…
　効果が次期以降におよび将来の収益に対応する
支出とその財源となる収入のことです。施設の整
備や企業債の償還元金などの支出、これに要する
資金としての企業債収入なども資本的収支に含ま
れます。

仙北市財政課　☎43-1113問合せ
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　仙北市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例（平成17年仙北市条例第14号）の規定に基づき、
仙北市職員の給与や職員数の状況等について公表し
ます。

■ 諸手当の状況（令和5年4月1日現在）
1 期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

支給割合
6月支給 1.175月 0.975月
12月支給 1.175月 0.975月

計 2.350月 1.950月

※職務の級により加算措置があります。

2 退職手当

区分 退職事由
自己都合 定年・応募認定

支給割合
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続30年 34.7355月分 40.80375月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分
1人当たり平均支給額 1,193万3千円

※ 1 人当たり平均支給額は、一般行政職の令和 4 年度の額です。

3 扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当
手当名 区分 支給額

扶養手当

配偶者 6,500円
子1人につき 10,000円
それ以外の扶養親族1人につき 6,500円
16歳から 22歳までの子1人につき 5,000円加算

通勤手当
交通機関利用 支給限度額　

55,000円

自動車等利用 支給限度額　
31,600円

住居手当 借家・借間 支給限度額　
27,000円

管理職手当

部長級 35,000円
次長級 25,000円
課長級 20,000円
参事 17,000円

■ 特別職の報酬などの状況（令和5年4月1日現在）

区分 給料・報酬　月額 期末手当

給料
市長 850,000円 6月期  1.550月分

12月期  1.550月分

計    3.100月分
副市長 638,000円

報酬
議長 375,000円 6月期  1.525月分

12月期  1.525月分

計    3.050月分

副議長 328,000円

議員 312,000円

■ 職員の採用・退職の状況（令和4年4月1日～令和5年4月1日）

R4.4.1現在 退職者数 採用者数 R5.4.1現在
667人 29人 34人 672人

※採用者数は、令和4年4月2日から令和5年4月1日までです。

■ 部門別職員の状況と増減数

部門 職員数 増減数R4.4.1現在 R5.4.1現在
一般行政部門 295人 291人 ▲ 4人

特別行政部門（教育） 52人 54人 2人

公営企業等部門
（病院・水道など） 320人 327人 7人

計 667人 672人 5人

 仙北市総務課　☎43-1111

■ 人件費の状況（令和4年度普通会計決算統計より）

住民基本台帳人口（R5.1.1現在） 24,100人

歳出額（A） 220億6,348万8千円

人件費（B） 34億8,799万4千円

人件費率（B/A） 15.8％

（参考）令和3年度の人件費率 17.0％

■ 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
（令和5年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43歳5月 301,757円 350,897円

技能労務職 49歳3月 271,695円 302,005円

※�「平均給料月額」とは、4 月 1 日現在における職種ごとの基本給の平均
です。

※�「平均給与月額」とは、給料月額と扶養手当、住居手当、時間外勤務手
当などの諸手当の合計額の平均です。

■ 職員の初任給の状況（令和5年4月1日現在）

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 183,548円 195,334円

高校卒 151,714円 160,075円

■ 一般行政職の級別職員数の状況（令和5年4月1日現在）

区分 標準的職務内容 職員数 構成比
7級 部長等 10人 4.3％

6級 次長等 15人 6.5％

5級 課長等 57人 24.7％

4級 課長補佐等 33人 14.3％

3級 係長、主査等 29人 12.5％

2級 主任等 38人 16.5％

1級 主事等 49人 21.2％

計 231人 100％

勤務成績の評定の概要
▶ 対象…すべての一般職の職員
▶ �評価者…直属の上司を 1次評価者、さらにその上司

を 2次評価者とする。
▶ 評価期間…

《能力評価》令和4年4月1日～令和5年3月31日
《業績評価》令和4年4月1日～令和5年3月31日

▶ �評価方法…能力評価および業績評価について、役職
段階別に評価要素を定め 5段階評価を行う。

の運営などの状況について
人事行政人事行政■ 勤務時間

1週間の正規
の勤務時間

1日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 １時間

※変則的な勤務を要しない職員の勤務時間などです。

■ 年次有給休暇の取得状況
（令和4年1月1日～令和4年12月31日）

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
25,970日 7,522日 687人 10.9日 29.0％

■ 主な特別休暇
休暇の種類 内容

ボランティア休暇
自発的に、報酬を得ないで社会に貢献する特
定の活動を行う場合で、勤務しないことが相
当であるとき（5日以内）

結婚休暇 職員が結婚する場合（連続する 5日以内）

出産休暇 女性職員が出産する場合
（産前8週間および産後8週間）

配偶者出産休暇 妻の出産に伴い入院の付き添いをする場合（2
日以内）

家族看護等休暇
家族の看護、または家族が予防接種、健康診
査もしくは健康診断を受ける際に介助する場
合（5日〈家族が 2人以上の場合は 10日〉以内）

服忌休暇 親族が死亡した場合
（親族区分により定める日数。最高で 7日）

リフレッシュ休暇 心身の健康の維持・増進など
（連続する 5日以内）

■ 介護休暇、修学部分休業、高齢者部分休業の取得状況
（令和4年度）

介護休暇取得者数 修学部分休業取得者数 高齢者部分休業取得者数
0人 0人 0人

■ 育児休業の取得状況（令和4年度）

区分 育児休業 部分休業
取得者数取得可能者数 取得者数 取得率

男性職員 6人   1人 16.7％ 0人

女性職員 6人   6人 100.0％ 1人

計 12人   7人 58.3％ 1人

※�「取得可能者数」とは、令和 4 年度に新たに育児休業が取得可能となっ
た職員の人数です。

※�「取得者数」とは、令和 4 年度に新たに育児休業が取得可能となった職
員のうち、令和 4 年度に新たに育児休業を取得した職員の人数です。

※�「部分休業取得者数」とは、令和 4 年度に新たに部分休業を取得した職
員の人数です。

■ 自己啓発等休業、配偶者同行休業の取得状況（令和4年度）

自己啓発等休業取得者数 配偶者同行休業取得者数
0人 0人

■ 分限処分者数（令和4年度）
区分 降任 免職 休職 降格 計

勤務実績がよくない場合 － － － － －
心身の故障の場合 － － 3 － 3
職に必要な的確性を欠く場合 － － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員が生じた場合 － － － － －
刑事事件に関し起訴された場合 － － － － －

計 － － 3 － 3

研修名 実施機関 受講
職員数

新規採用職員研修 市長会（秋田県自治研修所） 19人
市町村職員一般研修

（職階別、実践文章力、政
策法務、クレーム対応など）

市長会、町村会、県・市町
村合同（秋田県自治研修所） 44人

政策実務系研修 全国市町村国際文化研究所
など 0人

市町村職員実務研修 秋田県企画振興部市町村課
など 7人

市独自研修 総務部総務課など 449人

その他一般研修 秋田県市町村振興協会など 26人

■ 健康診断の実績（令和4年度）

区分 受診職員数
定期健康診断 443人

人間ドック 229人

脳ドック   19人

■ 公務災害の発生状況（令和4年度）

区分 発生件数
傷病 死亡

公務災害 10件 0件
通勤災害 1件 0件

■ 再就職情報の届出
　課長級以上であった職員は、退職後2年間のうちに再就
職した場合、退職時の任命権者へ再就職情報の届出をしな
ければなりません。

■ 職員（課長級以上）の再就職の状況（令和5年4月1日現在）

退職者数（退職後2年以内） うち再就職者数
再任用職員 民間企業など

26人 23人 1人

■ 勤務条件に関する措置要求の状況　    …該当ありません。
■ 不利益処分に関する不服申立ての状況 …該当ありません。

（秋田県人事委員会）

■ 懲戒処分の状況（令和4年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 計
給与・任用に関する不正 － － － － －
一般服務違反 － － － － －
一般非行 － － － － －
収賄など － － － － －
道路交通法違反（職務執行外） － － － － －
監督責任 － － － － －

計 － － － － －
　職員の任免と職員数に関する状況

　職員の給与の状況

　人事評価の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　職員の休業の状況

　職員の分限と懲戒処分の状況

　退職管理の状況

　職員の研修の状況（令和 4 年度）

　職員の福祉と利益の保護の状況

公平委員会の事務に係る業務状況の報告

問合せ
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　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯
生
涯

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に学

習
学
習

生涯学習課　 ☎43-3383

中央公民館　 ☎43-3535

田沢湖公民館 ☎43-1061

角館公民館　 ☎54-1110

　　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
９
時
か
ら

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
９
時
か
ら
1717

時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く

時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

※
受
講
の
際
は
、
感
染
症
予
防
の
対
策
を
お
願
い

※
受
講
の
際
は
、
感
染
症
予
防
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　

山 

野
草
の
寄
せ
植
え
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
飾
り
編
）

　
お
正
月
を
彩
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
寄
せ
植
え
で
新

年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
12
月
15
日
㈮　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
戸
澤
徳
昭 

氏

●�

受
講
料
／
２
５
０
０
円（
山
野
草・
容
器・
資
材

代
）※
資
材
不
要
の
方
は
、
２
０
０
０
円

●�

持
ち
物
／
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
エ
プ
ロ
ン
、
薄
手
の

ゴ
ム
手
袋

●�

定
員
／
15
人

●�

募
集
期
間
／
12
月
１
日
㈮

～
12
月
13
日
㈬ 

●�

申
込・問
合
せ
／　
　
　
　

中
央
公
民
館

昨年の様子

当
日
以
降
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
モ
ル
ッ
ク

用
具
の
貸
出
し
を
始
め
ま
す
の
で
、
ご
家
族

や
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
1
月
10
日
㈬　

 

13
時
30
分
～
15
時

●�

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
仙
北
市
教
育
委
員
会
職
員　

●�

参
加
料
／
無
料

●�
定
員
／
18
人

●�
募
集
期
間
／
12
月
1
日
㈮

～
12
月
22
日
㈮

●�

申
込・
問
合
せ
／
田
沢
湖

公
民
館

　
11
月
１
日
、
桧
木
内
中
学
校
で
は
今
年
度
２

回
目
と
な
る
秋
田
内
陸
線
、
桧
木
内
地
区
6
か

所
の
駅
舎
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
部
の
駅
で
は
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
て

作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
上
桧
木
内
駅
で
は
、

二
人
の
生
徒
が
地
域
の
方
か
ら
教
わ
り
な
が
ら

白
線
の
ペ
ン
キ
塗
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
白
線
の
上
を
ほ
う
き
で
き
れ
い
に

し
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
ペ
ン
キ
を

塗
る
と
い
う
手
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
人
数

で
の
作
業
で
し
た
が
、
地
域
の
方
や
先
生
方
と

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
熱
心
に
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
て
、
心
が
温
か
く
な
る
和
や
か
な
時
間

で
し
た
。

　
市
内
小
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

地
域
貢
献
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
、
活
動
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
が
充
実
し
、
地
域
の

元
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

ん 

み
ゃ
も
の
料
理
教
室  

　
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な「
だ
ま
こ
鍋
」と

「
栗
ご
飯
」の
”ん
み
ゃ
も
の
”を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
19
日
㈫　
10
時
～
12
時

●�

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
千
田
ミ
ワ 

氏

●�

受
講
料
／
８
０
０
円

●�

持
ち
物
／
調
理
作
業
に
適

し
た
服
装（
エ
プ
ロ
ン・
三

角
巾
な
ど
）

●�

定
員
／
15
人

●�

募
集
期
間
／
12
月
１
日
㈮

～ 

12
月
13
日
㈬

●�

申
込・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　

わ 

く
わ
く
「
モ
ル
ッ
ク
」
体
験
会

　

モ
ル
ッ
ク
は
、
木
製
の
棒
を
投
げ
て
倒

れ
た
ピ
ン
の
得
点
を
競
う
最
近
話
題
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
で
、
運
動
神
経
に
関
係
な
く
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　

地 

域
学
校
協
働
活
動 

西
明
寺
中
学
校
「
生
徒
×
地
域　
熟
議
」

　
10
月
23
日
、
西
明
寺
中
学
校
で
は
、
全
校
生
徒

と
地
域
の
方
に
よ
る
熟
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
全
校
生
徒
の
縦
割
り
班
に
地
域
の
方
が

一
人
ず
つ
入
り
、「
未
来
の
地
域
や
社
会
を
支
え
る

た
め
に
自
分
た
ち
が
身
に
付
け
た
い
こ
と
は
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
積
極
性
を
身
に
付
け
た
い
」「
地
域
の
こ
と

を
知
り
た
い
」と
い
っ
た
意
見
を
出
し
合
い
、
そ

の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
生
徒
自
身
が
地
域
を
支
え
る
一
員
で

あ
る
と
い
う
視
点
で
考
え
を
広
げ
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　
参
加
し
た
地
域
の
方
々
か
ら
は
、「
地
域
を
支
え

よ
う
と
考
え
て
く
れ
て
い
る
姿
に
感
心
し
た
」「
同

じ
地
域
の
一
員
と
し
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
た
」と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
、
中
学
生
と
の
熟

議
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
の
熟
議
は
仙
北
市
内

で
は
も
ち
ろ
ん
県
内
で
も
あ
ま
り
例
が
な
く
、
画

期
的
な
取
組
で
し
た
が
、
地
域
を
支
え
る
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
日
々
の
学
校
生
活
の
方
向

づ
け
と
な
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

地 

域
学
校
協
働
活
動

桧
木
内
中
学
校
「
秋
田
内
陸
線
駅
舎
清
掃
」

田沢湖図書館 ☎43-1307

「 和のこころ 」テーマ展示

玉手おはなし 箱
12月16日㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

とことことことこ

タイムタイム 1212月月
　お子さんと一緒に利用できる、
泣いても笑ってもいい時間です。

9:00 ～ 12:00
2日 ㈯▼

 新着図書を紹介します

▼野火、奔る《あさのあつこ》　 ▼なれのはて《加藤シゲアキ》　 ▼スピノザの
診察室《夏川草介》　 ▼私労働小説《ブレイディみかこ》　 ▼雨露《梶よう子》  

▼じい散歩２　妻の反乱《藤野千夜》　 ▼一冊でつかむ源氏物語《竹内正彦》　

▼大人の伊勢神宮　令和版《ワニブックス》　 ▼あたらしい家中華《酒徒》 　

▼至高の鍋　黄金の配合つゆで〆までおいしい一生モノレシピ１００《リュウ
ジ》　 ▼ JA 全農米穀部さんのかんたん健康ごはん《JA 全農米穀部監修》　   

▼ぽかぽかおしゃれな手編みの靴下＆ルームシューズ《ブティック社》　 ▼う
らがえしサンタ《高畠那生、苅田澄子》　 ▼ハチ公ものがたり《綾野まさる》 

▼まるごとうちゅうカレー《チョーヒカル》
●このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

12 月の
休館日

4日月 11 日月 18 日月 25 日月
28日木～令和 6年 1月 4日木 （年末年始休館）

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333

1日金～ 2日土（展示替え休館）
4日月 11 日月 18 日月 25 日月
28日木～令和 6年 1月 4日木 （年末年始休館）

12 月の
休館日

4日月 11 日月 18 日月 25 日月
28日木～令和 6年 1月 4日木 （年末年始休館）

12 月の
休館日

テ
ー
マ
展
示  「上手に節約」

「心も身のまわりも大掃除」

　山田申吾画伯（１９０８―１９７７）は、日展を中心に活躍して高い評価を得
た日本画家で、文部大臣賞や日本芸術院賞を受賞しています。山や雲、馬を主題
とした絵を多く描かれています。
　この度ご子息から寄贈いただいた、山田申吾画伯が手がけた新潮社が出版した
書籍の装幀画や挿絵などを中心に展示します。

16日 ㈯▼

 新着図書を紹介します

▼小林秀雄の謎を解く―『考へるヒント』の精神史―《苅部直》　

▼嫉妬と階級の『源氏物語』《大塚ひかり》　 ▼クニオ・バンプルー
セン《乙川優三郎》　 ▼小公女たちのしあわせレシピ《谷瑞恵》  

▼吉村昭と津村節子―波瀾万丈おしどり夫婦―《谷口桂子》  ▼自
由の丘に、小屋をつくる《川内有緒》　 ▼君が手にするはずだっ
た黄金について《小川哲》
●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

遺
伝
と
平
等
―
人
生
の
成
り
行
き

は
変
え
ら
れ
る
―

《
キ
ャ
ス
リ
ン
・
ペ
イ
ジ
・
ハ
ー

デ
ン
／
、青
木
薫
／
訳
／
新
潮
社
》

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ10:00～12月9日 ㈯
★ すこしはやいクリスマス会
★ たのしいおはなしをたくさんします
★ プレゼントもあるよ！

12 月は第 2 土曜日

会期：会期：12 月 3 日（日）～12 月 3 日（日）～
令和６年３月１９日（火）令和６年３月１９日（火）

新館蔵品展　

心も身体もすっきりして、新たな気持ちで
新年を迎えましょう！

　  毎週更新中！
スマートフォンでの
新着図書チェックは
こちらから⇩

や
ま
を
と
ぶ

《
き
く
ち
ち
き
／
岩
波
書
店
》

は
だ
か
の
ゆ
め

《
甫
木
元
空
／
新
潮
社
》

23日 ㈯▼

9日 ㈯▼ 和菓子、着物、伝統色。和に関する本を集めました。

節電や省エネなどを楽しみながら学びま
しょう！
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12
月
の
子
育
て
支
援
情
報

☎080-1663-4494

さくラッコのイベントはさくラッコのイベントは無料です！無料です！

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

4日㈪・11日㈪
18日㈪・25日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要
で自由参加。

※ 18 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

前日まで電話予約が必要です。

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

わくわく広場わくわく広場
 15 日金「フラワーアレンジメント教室」

日にち 受付時間 内容

12日 ㈫・26日 ㈫ 9:30 ～ ・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )
・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成4日㈪・18日㈪ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
  ①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人
  確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦健康相談票
  （アンケート用紙）⑤出産応援ギフト申請のため妊婦本人名義の
  口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付

こどもカレンダーこどもカレンダー
月

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあり
ます。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す
る基盤づくりのため、左記★のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

仙北市ホームページのほか、はなさき仙北のホームページからもご確認いただけます。 仙北市 はなさき仙北

◆場　所 健康管理センター（角館）1212

  12 月の子育て支援センター情報
　　★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設
　　★育児不安などについての相談指導
　　★子育てサークルなどへの支援

こども園のお友だちと一緒に
人形劇を見ましょう　　
12 月生まれのお誕生会

  12 月の子育て支援施設「さくラッコ」情報 子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁 69-1
（角館児童館 2F）

◆問合せ 仙北市保健課  ☎43-2252

日にち 内容 対象者 時間
5日㈫ 赤ちゃんの救急法・交流会 2か月後半～1歳未満 9:30～

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！ →

18 日は助産師さんの相談日です。

はっぴいルームはっぴいルーム
お友だち作りや情報交換の場として、
毎週水・木・金曜日 10:00 ～ 15:00 開放

水曜日 6日・13日・20日・27日
木曜日 7日・14日・21日
金曜日 1日・15日・22日

予約予約
不要不要

すくすく成長記録すくすく成長記録 DaDayy
 7 日木 10:00 ～ 11:00
月イチ、身長体重測定日！

予約予約
不要不要

わくわく広場わくわく広場

あつまれ！ 0 歳児！！あつまれ！ 0 歳児！！
22 日金 「お昼寝アート」
① 10:30 ～ 11:30 ② 13:30 ～ 14:30

0 歳児以上のお子さまも
参加可能です！

事前予約事前予約
① 6 組① 6 組
② 6 組② 6 組

だしっこルーム（だしのこ園内）だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256☎ 43-1025　FAX43-3256

　時間 9　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

6 日水 クリスマスの飾りを作りましょう 22 日金
こども園のクリスマスお楽しみ会
に参加しよう

13 日水 こども園のお友だちと人形劇を
鑑賞しよう

わいわい広場（神代こども園内）わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931☎ 44-2502　FAX44-2931

　時間 9　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

12 日火 身体測定・こども園であそぼう 26 日火

19 日火 クリスマス会をしよう

おひさまルーム（角館こども園内）おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919☎ 53-2918　FAX53-2919

　時間 9:30 ～ 11:30　時間 9:30 ～ 11:30

6 日水 ボールや風船であそびましょう 20 日水 クリスマスリースを作りましょう

13 日水 みんなで遊びましょう

なかよしひろばなかよしひろば（にこにここども園内）（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　　　☎ 47-2525　FAX47-2323　　　

時間 9:30 ～ 11:30時間 9:30 ～ 11:30

14 日木 身体測定・こども園であそぼう

21 日木 クリスマス会をしよう

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　　　☎ 48-2345　FAX48-2525　　　

時間 9:30 ～ 11:30時間 9:30 ～ 11:30

13 日水 クリスマスリースを作ろう

22 日金 園のクリスマス会に参加しよう

　　10:30 ～ 11:30
　　 

事前予約事前予約
5 組5 組

背中の「神代」の文字が誇ら
しげに躍動していました。一
つの目標に向かって協力して
活動できた喜びを語る児童生
徒が多数いました。

「順番、どうする？」「聞いて
ちょうだい」……子どもたち
が作戦を考え、伝え合ってい
ます。お友達の声で元気が出
るようです。保育者がちょっ
とだけ言葉を添えます。
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教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第 145 号

№145

　
西
明
寺
小
学
校
で
は
地
域
め
ぐ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、全
校
児
童
に
よ
る
「
く
り
っ
こ
探
検
隊
」

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
６
年
間
で
学
区
全
域
を
探

検
し
、
自
然・歴
史・産
業・文
化
等
を
学
び
ま
す
。

　
10
月
の
秋
空
の
下
、
５・６
年
生
が
地
域
の
探

検
を
行
い
ま
し
た
。
５
年
生
の
探
検
先
は
「
ガ
ー

デ
ン
カ
フ
ェ
＆
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
「
Ｋ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ

ｏ
」。
Ｋ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
代
表
木
元
千
恵
子
さ
ん
か

ら
郷
土
へ
の
思
い
や
こ
れ
ま
で
の
Ｋ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ

の
歩
み
な
ど
を
伺
っ
た
後
、
質
疑
応
答
と
な
り
ま

し
た
。
花
と
カ
フ
ェ
を
一
緒
に
や
っ
て
い
る
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
？
ど
ん
な
努
力
を
し
て
き
ま
し

た
か
？
精
肉
店
か
ら
変
え
た
と
き
は
ど
ん
な
店
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？
得
意
料
理
は
？
ど
う

や
っ
て
料
理
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
か
？
ス
ト

レ
ス
の
解
消
方
法
は
？
…
…
。
お
話
を
聞
く
う
ち

に
沸
い
て
き
た
興
味
・
関
心
か
ら
、
次
々
と
問
い

が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
問
う
方
も
答
え
る
方
も
溌
溂

と
し
て
楽
し
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
５
年
生
の
探
検
は
終

了
し
ま
し
た
。
同
日
、
６
年
教
室
で
は
来
た
る
門

屋
城
址
探
検
の
た
め
の
事
前
学
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
地
域
案
内
人
の
門
脇
光
浩
氏
を
迎

え
、
門
屋
城
主
戸
沢
氏
の
歴
史
と
伝
説
、
仙
北
市

西
木
町
の
歴
史
と
戸
沢
氏
祭
り
等
に
つ
い
て
探
究

し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
立
学
校
の
秋
季
休
業
中
、
角
館
こ

ど
も
園
・
角
館
小
学
校
を
会
場
に
「
仙
北
市

合
同
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
代
初
め
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」「
小

１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
が
学
校
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
進
学
・
就
学
時
に
子
ど
も

が
抱
い
て
し
ま
い
が
ち
な
戸
惑
い
を
解
消
す

る
た
め
の
手
立
て
を
、
中
・
小
・
園
の
間
で

講
じ
て
き
ま
し
た
。
子
育
て
推
進
課
と
市
教

育
委
員
会
が
連
携
を
密
に
し
て
行
っ
て
い
る

幼
小
合
同
研
修
会
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
小
学
校
で
授
業
が
休
み
に
な
る
秋
季
休
業
中

に
、
角
館
こ
ど
も
園
５
歳
児
２
ク
ラ
ス
の
公
開

保
育
か
ら
、
合
同
研
修
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

各
小
学
校
の
校
長
・
教
頭
を
含
め
て
先
生
方
が

こ
ど
も
園
の
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち

の
「
遊
び
」
と
保
育
者
の
関
わ
り
方
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
組
別
リ

レ
ー
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。　

　
午
前
中
の
公
開
保
育
参
観
を
終
え
、
午
後

に
角
館
小
学
校
体
育
館
で
園
・
小
の
先
生
方

の
意
見
交
換
・
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
、
市
教
育
委
員
会
須
田
教
育
長
か

ら
保
育
参
観
を
し
た
感
想
を
含
め
「
仙
北
市

の
学
校
教
育
が
最
も
重
要
視
し
て
い
る
こ
と

の
一
つ
に
幼
小
連
携
が
あ
る
。
子
ど
も
の
育

ち
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
市
の
学
校
教
育
で
は
子
ど
も
た
ち

が
活
発
に
表
現
し
合
え
る
よ
う
な
言
語
活
動

の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。
今
日
は
子
ど
も

の
思
い
を
上
手
に
引
き
出
す
保
育
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
小
学
校
と
こ
ど
も
園
・
保
育

園
で
、
小
学
校
の
先
生
が
園
を
訪
れ
て
保
育

に
参
加
す
る
、
ま
た
、
園
の
保
育
者
が
小
学

校
低
学
年
の
授
業
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
参
加
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
い
、
学

び
の
共
有
に
向
け
て
の
営
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
角
館
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

は
予
定
し
て
い
た
時
期
に
感
染
症
が
広
が
っ

た
た
め
、
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
後
の
長
期
休
業
等
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
抱
返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

神
代
中
学
校
の「
４
つ
の
柱
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
代
中
学
校

　
神
代
中
学
校
で
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
あ
る

勤
労
的
・
奉
仕
的
活
動
を
「
神
代
中
学
校
の
４
つ

の
柱
」
と
し
て
生
徒
会
が
計
画
・
実
践
し
て
い
ま

す
。
春
・
地
域
清
掃
活
動
、
夏
・
ア
ル
ミ
缶
回
収
、

秋
・
抱
返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
冬
・
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
、
季
節
ご
と
の
活
動
を
行
い
、
神
代

地
区
で
は
中
学
校
の
伝
統
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
今
秋
は
10
月
10
日
か
ら
の
抱
返
り
紅
葉
祭
を

目
前
に
、
抱
返
り
神
社
か
ら
川
原
へ
と
続
く
小
道

近
辺
並
び
に
顕
彰
碑
等
の
清
掃
・
整
備
を
最
重
点

と
し
、
さ
ら
に
、
活
動
の
仕
上
げ
に
駐
車
場
周
り

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
神
代
小
学
校
６

年
生
も
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
が
今
何
を

す
べ
き
か
を
探
し
、
考
え
、
判
断
し
、
実
行
す
る

中
学
生
の
行
動
力
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分
の

お
手
本
を
見
つ
け
た
思
い
の
小
学
生
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
熊
手
や
箒
を
持
っ
た
中
学
生
が
通
っ

て
い
く
と
、
場
所
の
様
子
が
明
ら
か
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
後
ろ
で
、
積
ま
れ
た
萱
草
な
ど

の
山
を
額
に
汗
し
な
が
ら
運
ぶ
小
学
生
の
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
神
代
中
２
年
森
下
咲
太
朗
さ
ん
は
「
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
で
観
光
地
の
保
全
に
貢
献
で
き
た
。
も
っ

と
観
光
客
が
増
え
て
ほ
し
い
。
笑
顔
で
帰
っ
て
も

ら
い
た
い
。」
と
活
動
後
の
充
実
感
を
言
葉
に
し

ま
し
た
。
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お話の内容や質問の答えをメモし
ます。要点の捉え方やまとめ方に
日頃の学習の成果が出ています。
素晴らしい探検記録ができました。

仙
北
市
合
同
研
修
会

（
子
育
て
推
進
課
・
市
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
角
館
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ど
も
園
・
角
館
小
学
校

く
り
っ
こ
探
検
隊
　
　
　
　
西
明
寺
中
学
校

多くの先生方が見守る中、
バトンがリレーされます。
子どもたちの懸命な姿に、
来年の春が待ち遠しい気持
ちになる先生方でした。
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相談時間　1回50分　午前 / ①10:00 ～　 ②11:00 ～　  午後 / ③13:30 ～ 　④14:30 ～

あなたの相談を親身ににお聴きします！

こころの相談

西木総合開発センター（中央公民館 ) ▼令和66年年11月月99日日火 ( 午前のみ)

相談方法　 面談または電話（要予約・相談無料  ※秘密厳守）/ 連絡先：保健課

角館庁舎 ▼ 1212 月月 44 日日月 ・1111 日日月（午前のみ） ・1818日日月 ・2525日日月

田沢湖健康増進センター（田沢湖病院併設 ) ▼ 1212 月月 2020 日日水（午後のみ） 

※秘密厳守

公認心理師・臨床心理士

　　問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる☎018-853-4367　
　　主催  NPO 法人 KOU（あきた若者サポートステーション運営団体）

　辛い、苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の中で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。
一緒にお茶を飲んだりおやつを食べたり、ちょっとしたゲームをしながら若者同士で交流しましょう。
ぜひ、ひとりで抱え込まずに、まずは足を運んで下さい。お待ちしています。

開催日：開催日：1212月月1919日日火　　　　場所  角館交流センター（和室）　※無料／予約不要　　　時間  14:00 ～ 16:00
若者の居場所若者同士で交流しましょう !

　病気や健康、家族問題、からだやこころの悩み、人間関係、仕事や生活の不安、子育て、近隣関係など
ひとりで悩まないで、声を出してみませんか。話せるところから、ゆっくり話してみませんか。

笑いヨガで、心も・体も・脳も健康に！

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かすことで酸素を体内に取り込み、免疫力を高めさまざまな病気に対して強い体を作
ります。自律神経のバランスを整えストレスにも強くなります。仲間と一緒に笑うことで効果がさらに実感できます。
申し込みは不要です。

場所　健康管理センター（角館）

笑いの会
開催日：開催日：1212月月1515日日金　※事前申込不要　　受付　9:40 ～10:00　　～ 11:30終了

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

　心に溜まったことや、気になること、心配なことなど
話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼの会」会
員が、ゆっくりお茶を飲みながら一緒に考えていきます。
開催時間内の都合のよいときにお気軽にお越しくださ
い。　

場所 �角館交流センター　（※参加無料）

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
開催日：開催日：1212月月2020日日水　時間 10:00 ～ 14:00 

傾聴ボランティア

開催日：開催日：1212月月66日日水　（参加費100円／予約不要）

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

場所　田沢湖健康増進センター ( 田沢湖病院併設） 交流プラザ
内容　保健師による血圧測定、健康講話、脳トレ、手芸など

相談は
秘密厳守

です

　傾聴ボランティア「えくぼの会」では、毎月サロンを開催し、
個人の悩みや相談に応じています。お茶やコーヒーを飲んで
語ってホッとするスペースです。予約なしで、どなたでも好
きな時間に参加できますので、ぜひお立ち寄りください。

かだれ！ 楽しく一緒にすごしてみませんか♪
開催日：開催日：1212月月1313日日水・2727日日水　時間 10:00 ～ 15:00 
場所　田沢湖健康増進センター ( 田沢湖病院併設） 調理室・栄養相談室　　　参加費　100円（昼食は各自でご持参ください）
内容　▶保健師による血圧測定、健康相談、認知症予防体操、ゲームなど
相談　▶心理カウンセラー（相談無料 / 秘密厳守）　連絡先：小松まで ☎090-2975-3450）

傾聴ボランティア・集いの場

　今、私たちが取り組んでいるのは、集まった人たちでお互いの「安否確認や困ったときに、駆け付けられる体制づくり」
を進めています。「かだれ！」は、皆さんのお越しをこころからお待ちしています！

※こころの重荷を下ろす場所♪

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

　仙北市内では、5 か所でオレンジカフェ（総称）が
毎月 1 回開催されています。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知
症施策の一つで、認知症の方やその家族、地域の人
など誰でも気軽に集い、交流することのできる集い
の場です。認知症に関する相談にも応じることがで
きますので、気軽に参加してスタッフに声をかけて
ください。

●� オレンジカフェのお手伝いについて　　
認知症サポーターやキャラバンメイト、
仙北地域かがやき隊の皆さまで、カフェ
のお手伝いを希望される方は、包括支援
センターまでご連絡ください。感染症の
状況によりお休みする場合もあります。
詳細については直接カフェにお問い合わ
せください。

 みなさんもオレンジカフェにいらっしゃいませんか♪  

問合せ／仙北市包括支援センター ☎43-2283

12 月の日程 感染症の状況により、開催を休止する場合もあります。詳細については、直接お問い合わせください。
カフェの名称 代表者 場所 連絡先 開催日 時間 個人負担

包和花カフェ 包括支援 
センター 東風の湯 43-2283 12月15日㈮ 14:00 ～

16:00 なし

土曜の茶っこカ
フェ 佐々木恵 上滝沢会館 080-6032-

7527 12月16日㈯ 13:30 ～
15:30 100円

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセン
ターささえ愛 42-8666 12月17日㈰ 9:30 ～

11:30 100円

下延オレンジカ
フェの会

藤原律子 下延住民センター 55-5449 12月19日㈫ 14:00 ～
16:00 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか
瀬スペース

080-3198-
4136 12月の開放はありません

オレンジカフェ
ひまわり 長澤早恵 グループホームひ

まわり地域交流室 55-5272 12月23日㈯ 14:00 ～
16:00 100円

※今月は包和花カフェ（仙北市包括支援センター直営）も開催されます。

※【あたまとからだの若返り教室】同時開催

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

　　ヒートショック（サーモショック）について

　冬場から春先にかけて、家の中でも冷え込みや温
度差が生じやすく、暖かい部屋から寒い部屋への移
動などによる急激な温度変化によってヒートショッ
ク（医学用語ではサーモショック）による事故が多
くなります。特に起こりやすいのは冬場の入浴で、
寒い脱衣室・浴室から熱いお風呂に入ると温度差に
より血圧が急上昇・急降下し、脳や心臓に大きなダ
メージを与えるため命に危険がおよぶことがありま
す。安全に入浴するために家族みんなで気をつけま
しょう。

入浴中の事故にご注意を！入浴中の事故にご注意を！
　　入浴中のヒートショックを防ぐ方法

ポイントポイント１１ 入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。
ポイントポイント 22 �湯温は 41度以下、かけ湯を 10杯くら

いして体を慣らしましょう。
ポイントポイント 33 �お湯につかる時間は 10分までを目安に

しましょう。
ポイントポイント 44 �浴槽から急に立ち上がらないようにし

ましょう。
ポイントポイント 55 �食後すぐの入浴や、飲酒後、医薬品服

用後の入浴は避けましょう。
ポイントポイント 66 �入浴中の脱水予防のため、入浴前後に

十分な水分補給をしましょう。
ポイントポイント 77 �入浴前に家族にひと声かけましょう。

かけ湯は
10 杯くらい

温度差がないよ
うに脱衣室と浴
室を暖めるお湯の温度は

熱すぎない 41
度以下で
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行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690  角館町七日町34 ▼新山敦晃 
☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【12月相談所開設日・場所】 ▼ 20日 水・
田沢湖総合開発センター ▼ 21日木・角
館交流センター ▼ 22日金・市役所桧木
内出張所

【時間】13:00 ～ 15:00
【問合せ】仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 
12月の心配ごと相談日
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日 3 日前
まで予約のご連絡ください。

【 日 時・ 場 所 】 ▼ 13日 水 13:00 ～
15:00・田沢湖福祉医療センター ▼ 14
日木 13:00 ～ 15:00・社会福祉協議会
角館支所 ▼ 18日 月 10:00 ～ 12:00・
紙風船館 ▼ 20日 水 13:00 ～ 15:00・
田沢湖総合開発センター

【申込・問合せ】 仙北市社会福祉協議会
　 ▼角館支所 ☎54-2493 ▼田沢湖支所 

☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和5年第12回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお薬の
ことなら何でも相談にのります。お気軽
にご相談ください。

【日時】 12月26日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】 クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】 12 月 27 日水 13:30 ～
【場所】 角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】 久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談 ▼中小企業・個人事業
に関するご相談 ▼高齢者・障がい者に
関するご相談 ▼交通事故に関するご相
談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】 総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】 平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】 1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】 相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

秋田働き方改革推進支援センター 
出張相談会のお知らせ
　出張相談会では人事、労務、助成金な
どに関することについて、社会保険労務
士が無料で相談に対応し、お悩みの解決
のお手伝いをします。

【日時】 ▼ 12 月 13 日水 ▼令和 6 年 1 月
　10 日水  いずれも 13:30 ～ 16:30
※事前予約制、開催日の前日までにお申
　し込みください。

【場所】 大曲商工会議所
　（大仙市大曲通町 1-13）

【申込・問合せ】秋田働き方改革推進支援
　センター ☎ 0120-695-783 または
　 ☎ 018-865-5335

▼ ▼ ▼ Consultation相　談▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

初心者の方大歓迎！
やさしいヨガ教室

【日時】12月27日水 ▼受付10:00 ～ ▼講
習10:30 ～ 11:30

【場所】角館交流センター 第2研修室
【講師】草薙千里氏（全米ヨガアライアン

ス RYT200保持）
【参加対象】成人女性の方 15人限定
【参加料】1,000円
【持ち物】ヨガマット（バスタオル可）、飲

み物など
【申込期限】12月20日水 14:00
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会 小玉
　☎42-8690

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
10月受付分　敬称略
◆ 伊藤一彦（上荒井字古堀田）
◆ 三浦千惠子（生保内字田向）
◆ 白岩小学校

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

キクイモ勉強会
　菊芋には、腸内環境を整え、善玉菌を
増やし、元気に育てる働きがあります。「美
容と健康」、「病気の予防」のために、日々
の食卓に菊芋料理を一品、取り入れてみ
ませんか？

【日時】 12月9日土10:30 ～ 12:00
【場所】 メディカルファーム仙北事務所

（旧宝風跡地）
【定員】 10人（参加無料）
【申込・問合せ】 吉田弘美 ☎090-2972-

7056

「あじさいぶらっとサロン」
のご案内
　「あじさいの会」は、子どもたちが健
やかに育ち幸せな未来につながるようと
もに考え、語り合いながら歩む仲間です。
親と子の悩みを一緒に考えませんか。プ
ライバシーに配慮しますので、安心して
ご参加ください。

【日時】 12月13日、27日 10:00 ～ 12:00
　（毎月第2・4水曜日）

【場所】 ちば珈琲店（角館町竹原町）
【参加料】 300円（事前連絡は不要）
【問合せ】 ▼安藤 ☎090-2989-2918 ▼伊

藤 ☎090-3363-4391 ▼千葉 ☎090-
6686-7301（ちば珈琲店）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

子育て応援団 あじさいの会
「あじさい塾 Part17」の
ご案内

【日時】 12月10日日13:30 ～ 15:30
【場所】 市役所角館庁舎 1階 会議室
【演題】～自己肯定感を伸ばす親子関係～

子どもの心がみえますか？
【講師】親業インストラクター 進藤朋子氏
　進藤氏は、田沢湖生まれ、乳児院で保

育士として37年勤務されています。
【参加料】 無料
【申込期限】 12月5日火 
【申込・問合せ】 安藤 ☎090-2989-2918
　千葉 ☎090-6686-7301

秋田職業能力開発促進センター
公共職業訓練

【訓練期間】 ①令和6年2月2日金～ 7月
31日水（6か月） ②③令和6年2月2日
金～ 8月30日金（7か月）

【訓練科・定員】 ①金属加工技術科・13人 
②住宅リフォームデザイン（ビジネススキ
ル講習付き）・15人 ③電気設備エンジ
ニア科（企業実習・ビジネススキル講習
付き）・15人

【訓練時間】 9:30 ～ 15:40
【場所】 ポリテクセンター秋田（潟上市）
【募集期限】 12月25日月

【受講料】 無料（テキスト代など自己負担）
【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術・技能を身につ
けて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター秋田） 訓練課 受講生
支援室 ☎018-873-3178

※毎週木曜日に施設見学会を行っていま
す。（雇用保険受給中の方は就職活動と
して認められます）

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

放送大学から
入学生募集のお知らせ
　放送大学では、2024 年 4 月入学生を
募集しています。幅広い世代の 8 万 5 千
人以上の学生が、大学卒業や学びの楽し
みなど、様々な目的で学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・
自然科学など、300 以上の授業科目があ
り、テレビやインターネットで 1 科目か
ら学ぶことができます。資料は無料で差
し上げますので、お気軽にご請求くださ
い。

【出願期限】 令和6年3月12日火

【問合せ】 放送大学秋田学習センター
　☎018-831-1997

仙北市「新年書きぞめ展」
作品募集
　市内小中学生を対象とする「新年書き
ぞめ展」は、次の日程で開催します。小
中学生の皆さんのご応募を心からお待ち
しています。

【募集期間】 12月4日月 ～ 令和6年１月
５日金 ※作品と申込書（公民館または
学校で配布）を最寄りの公民館へご持
参ください。

【展示期間】 令和6年１月11日木 ～ 18日木 
【展示場所】 角館町平福記念美術館「ふれ

あいサロン」
【開館時間】 9:00 ～ 16:30（最終入館16:00）
　※月曜日休館

【作品課題】 ▼小１「こまち」 ▼小２「たつ
年」 ▼小3「かるた会」 ▼小4「美しい里」 

▼小5「日本の春」 ▼小6「夢の実現」 

▼中1「強い信念」 ▼中2「秋田の伝統」 

▼中3「希望輝く春」 ※中学生は行書
※課題は「書友社」の新年書きぞめ手本

【用紙サイズ】書きぞめ用紙（縦68㎝× 
横17㎝程度）

【申込・問合せ】 ▼ 中央公民館 ☎43-
3535  ▼田沢湖公民館 ☎43-1061 ▼角
館公民館 ☎54-1110

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

シルバー人材センターで
働いてみませんか？
　シルバー人材センターでは、「原則 60
歳以上の健康で働く意欲のある方」を条
件に、元気な方々の入会をお待ちしてい
ます。短時間の仕事やある程度継続的な
仕事など、様々な内容のお仕事がありま
す。冬期間は「除雪作業」が中心となり
ますが、「施設などの屋内清掃」や「学校
などの開錠業務」、「施設などの受付事務」
のほか、「市の広報配布」など興味のある
方は、お気軽にお問い合わせください。
　詳細はホームページ（https://webc.
sjc.ne.jp/kitasen/）をご覧ください。

【入会説明会】 ▶12月20日水 ▶令和6
年1月22日月 ▶令和6年3月21日木 

※2月の説明会はありませんので、ご了
承願います。

【問合せ】 （公社）仙北市シルバー人材セ
ンター事務局 ☎55-1646

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

大曲・仙北地域就職説明
会／企業説明会が開催
されます
　大曲仙北地域に事業所を有する企業を
集めた就職面接会／企業説明会を開催し
ます。就職を希望される方はご参加くだ
さい。

【日時】 令和6年1月5日金13:00 ～ 15:00
【場所】 大仙市仙北ふれあい文化センター

（大仙市堀見内字元田茂木7-1）
【対象】 求職中の社会人、就職活動中の学

生（市外にお住まいの方も可）
【出展者】 大曲仙北地域に事業所を有する

企業（30社程度の予定）
【問合せ】 秋田県仙北地域振興局 総務企

画部 地域企画課 ☎0187-63-5114

福祉サービスに関する
苦情解決をお手伝いし
ます
　福祉サービスについての不満・要望の苦
情を聴き、解決へのお手伝いをしています。
　・職員に嫌なことを言われた…
　・思っていたサービスの内容と違う…
　・詳しく説明してくれない…
など、苦情を伝えたいときは、まず利用し
ている事業所の苦情受け付け担当者にお
話しください。直接伝えにくいときや事業
署と話し合ってもなかなか解決しないとき
には、当委員会にご相談ください。
　相談は、土・日・祝祭日・年末年始を除
く8:30 ～ 17:00まで来訪、電話、メール
などで対応します。

【問合せ】 秋田県運営適正化委員会（秋田
県福祉サービス相談支援センター） 

　☎ 018-864-2726  FAX 018-864-2840
　E-mail  ssc@akitakensyakyo.or.jp

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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　1 月 1 日から 12 月 31 日までに支払った介護保険料は、申告の際、社会保険料控除と
して計上することができます。金額は下記の方法でご確認ください。

【 ① 65歳以上で特別徴収（年金天引き）により納めている方 】 
　翌年の１月下旬に、日本年金機構などから「公的年金等の源泉徴収票」が送られます。
この通知書に年金から天引きされた金額が、社会保険料の金額として記載されています。
　また、遺族年金および障害年金（非課税年金のため日本年金機構などから源泉徴収票
は送付されません）から特別徴収されている方で申告をされる場合は、翌年 1 月以降に『介
護保険料納付証明書』を発行しますので、介護保険事務所へお問い合わせください。

【 ② 65歳以上で普通徴収（納付書払い）の方 】 
　納付した際の領収証書でご確認ください。納付した年ごとの合計になりますので、領
収印の年月日でご確認ください。

【 ③ 65歳以上で普通徴収（口座振替）の方または②の方で領収書を紛失した場合 】
　上記①と同様、翌年 1 月以降に『介護保険料納付証明書』を発行しますので、介護保
険事務所へお問い合わせください。

【 ④ 40歳～ 64歳で健康保険に加入している方 】
　加入している健康保険組合などに、直接お問い合わせください。

【 ⑤ その他 】
　当年中に介護保険料の納め方が、「普通徴収から特別徴収に切り替わった方」、「特別徴
収から普通徴収に切り替わった方」、「特別徴収のほかに普通徴収の追加があった方」、「普
通徴収（納付書払い）から普通徴収（口座振替）に変わった方」、また「他の市町村から
転入した方」、「65 歳になった方」などは、それぞれで納付した額の合計金額になります。
※介護保険事務所のホームページ「OS 介護ネット」（https://www.oskaigonet.or.jp/) の
「介護保険料 Q&A」にも、上記のほか介護保険料に関する様々な情報を掲載しています。

【問合せ】 介護保険事務所 保険給付班 ☎0187-86-3911

介護保険事務所から

確定申告などの介護保険料（社会保険料）控除について

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

～ 介護保険に関するよくある質問 ～

JR 東日本 秋田支社から
冬期における踏切事故防
止のご協力と踏切通行止
めのお知らせ
　冬期は、雪や路面凍結によりスリップ
し踏切上で停止または脱輪してしまうこ
とが考えられます。踏切前では一旦停止
し、左右の安全を確認してから、横断し
てください。

【通行止め予定】 三之丞踏切（卒田字街道
南15-3）

【通行止め期間】 12月4日月 ～ 令和6年
3月31日日

【問合せ】 JR 東日本 秋田支社 信号通信
　指令室 ☎ 0120-401-625

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県仙北平野土地改良
区からのお知らせ
　当土地改良区では冬期間も通水してお
り、消雪・流雪などの地域用水として利
用されている水路もありますが、今後の
降雪にともない水路幅がわかりにくくな
り、また積雪・凍結などにより道路が滑
りやすくなりますので、水路近くを通行
する際は十分注意し、危険箇所には近づ
かないようにしましょう。

【問合せ】 秋田県仙北平野土地改良区
　管理課 ☎ 0187-62-0180

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田内陸線 冬のスマイル
パスについて

　最寄り駅でスマイルパスを作って、小・
中学生が保護者と一緒に乗車すると小・
中学生の運賃が無料になる企画です。

【期間】 12月1日金～令和6年3月31日日

【区間】 秋田内陸線全線
【対象】 仙北市管内の小・中学生
【スマイルパス発行駅】 ▶角館駅 ▶阿仁

合駅 ▶阿仁前田温泉駅 ▶米内沢駅 ▶
合川駅 ▼鷹巣駅

※パスは期間中何回でもご利用できます。
【問合せ】 秋田内陸縦貫鉄道 運輸部
　☎ 0186-82-3231

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

年末年始は料理を
おいしく食べきろう !
　私たちの日常生活から、食べ残しなど
大量の「食品ロス」が発生し、秋田県で
もその解決が大きな課題の１つとなって
います。
　県では、食品ロス削減に係る「食べきり」
運動を推進しています。家庭では、作っ
た料理は早めにおいしく食べきりましょ
う。外食時、食べきれる量を注文し、お
いしく食べきりましょう。
　一人ひとりがもっ
たいないという気持
ちで、普段から意識
して行動しましょう。
　詳しくは、美の国あきたネット ( コン
テンツ番号 :63638) をご覧ください。

【問合せ】秋田県温暖化対策課
　☎018-860-1560

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田銀行田沢湖支店から
のお知らせ
　現在、秋田銀行田沢湖支店は田沢湖総
合開発センター内の仮店舗で営業していま
す。田沢湖総合開発センターは、12月29
日金から令和6年1月3日水まで休館となり
ますが、秋田銀行田沢湖支店は次のとおり
利用可能ですので、お知らせします。

【窓口業務】 12月29日金 通常営業
　12月30日土 ～ 令和6年1月3日水 ま

で休業
【店舗内 ATM】 所定の営業時間で、毎日

利用可能です。
【問合せ】 秋田銀行田沢湖支店
　☎ 43-1311

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

角館中学校卒業生と一緒
にお祓いを行いませんか
33歳厄祓い

【期日】 令和6年2月1日木 
【 参 加 料 】 7,000円（ 祈 祷 料3,000円、

奉納品その他供物など4,000円）
※振込手数料は別途負担

【場所】 角館總鎭守神明社
【申込期限】 12月22日金

【問合せ】 33歳厄祓い実行委員会 代表
　阿部龍哉 ☎080-1823-9131

42歳厄祓い
【期日】 令和6年2月1日木 
【参加料】 7,000円（祈祷料3,000円、奉

納品その他供物など4,000円）
※振込手数料は別途負担

【場所】 角館總鎭守神明社
【申込期限】 12月22日金

【問合せ】 42歳厄祓い実行委員会 代表
　荒澤瞳 ☎090-9039-4107

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

つけものなどの真空パック
承ります

　神代ゆきつばき加工クラブでは、つけ
ものなど自家用製品の真空パック、殺菌
などを承ります。お気軽にご利用くださ
い。加工料金については、お問い合わせ
ください。

【加工日】12月28日木 、令和6年1月
11日木 ～ 3月29日金 までの毎週木・
金曜日および第3日曜日

※300パック以上のお客さまには、別途
加工日のご相談に応じます。

【受付時間】9:00 ～ 11:30
【問合せ】神代地域運営体 神代ゆきつばき  

藤川清子  ☎080-1823-7323

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

参加者募集 
そば打ち教室
　ご家庭でそば打ちができる程度の技術
が習得できます。お気軽にご参加くださ
い。

【期日】 12月16日土 
　〈 申込締切12月13日水 〉

【時間】 10:00 ～（2時間程度）
【場所】 仙北市就業改善センター（神代）
【定員】 10人（定員になりしだい締切）
【申込・問合せ】 仙北市そばの会
　☎53-3364（コバヤシ）

● 国民年金基金は、自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第 1 号被保険者の方々
　がゆとりある老後を過ごせるよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。
● 加入できる方は、国民年金に加入している 20 歳以上 60 歳未満の方および 60 歳以
　上 65 歳未満の方や海外に居住されている方で国民年金に任意加入している方です。
● 65 歳から生涯受け取ることができる終身年金が基本ですので、長い老後の生活に備
　えることができます。
● 掛金は全額が所得から控除できるので、所得税と住民税が軽減されます。受け取る年
　金も公的年金等控除の対象になりますので、税制面で優遇されます。
● 掛金は、万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支払われますので、掛け
　捨てになりません。（一部の年金タイプを除く）遺族一時金は全額非課税です。
　※ 2023 年 1 月現在
● 加入した時に確定した掛金額と年金額は変わりません。（ご加入時の内容でお支払い
　した場合）
● ご加入いただいた後も掛金の額を口数単位で増減できます。

【問合せ】 全国国民年金基金 南東北支部 ☎0120-65-4192
　ホームページ  https://www.zenkoku-kikin.or.jp

国民年金基金制度のご案内
自営業の方やその家族、学生などの
国民年金の第1号被保険者の皆さまへ

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

アコースティックライブ
　照明演出を多彩に取り入れ室内に幻想
的な空間を作り出し、アコースティック
ギター & ハーモニカによる弾き語りラ
イブを開催します。ぜひご予約のうえ、
お越しください。

【日時】 12月10日日 17:00 ～ 18:10
【場所】 角館樺細工伝承館 総合研修室
【出演】 湯澤満氏（角館町在住）
【入場料】 無料（要予約）
【駐車場】 桜並木駐車場
【申込・問合せ】 湯澤満 ☎090-2980-0451

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

　年末年始は仕事が休みだったり、地元に帰ったりと普段と行動が大きく変わります。
そのため、つい気が緩んでしまい様々な事故がおき救急出動件数の増加が予想されます。
事故の傾向や注意点を知り、年末年始を事故なく健康に過ごしましょう。
① 忘新年会での暴飲暴食による事故に気をつけましょう。
 ★予防のポイント
 　▶自分の適量を知り、その日の体調管理にも注意しましょう。
 　▶一気飲みや短時間に多量の飲酒はしないようにしましょう。
② 餅を喉に詰まらせる窒息事故をなくしましょう。
 ★予防のポイント
 　▶餅は小さく切って食べやすい大きさにしましょう。
 　▶急いで飲み込まず、ゆっくり噛んで食べるようにしましょう。

【問合せ】 角館消防署 救急班 ☎54-2302

年末年始の事故防止について
▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

消防庁動画チャンネル ～ 気道異物の除去→

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集



田口ハナ　 （98 歳・生保内字船場台）

田村ヱミ　 （99 歳・田沢字春山）

佐藤妙子　 （91 歳・田沢字春山）

千葉アヤ　 （87 歳・生保内字下高野）

古川ヤス子 （93 歳・生保内字山居）

田中敬子　 （81 歳・生保内字上滝沢）

三浦礼子　 （93 歳・生保内字武蔵野）

八柏龍也　 （84 歳・生保内字武蔵野）

古村文夫　 （90 歳・生保内字武蔵野）

鈴木幸子　 （95 歳・生保内字男坂）

難波耕助　 （93 歳・生保内字源左エ門野）

戸村義榮　 （92 歳・刺巻字大道）

千　茂範　 （64 歳・田沢字先達）

太田睦　　 （55 歳・小松字本町）

平岡ヒサ子 （92 歳・小松字真木口）

藤川トミ　 （95 歳・角館東前郷字中関）

佐藤セツ　　 （93 歳・角館東前郷字赤平）

荒澤均　　　 （88 歳・岡崎字鳥居野）

髙倉壽樹子　 （72 歳・梅沢字上谷地）

大石春雄　　 （87 歳・卒田字早稲田）

小松純子　　 （57 歳・上菅沢）

安達ミヤ　　 （89 歳・上菅沢）

河本和榮　　 （78 歳・岩瀬）

髙橋照勝　　 （59 歳・岩瀬）

大友裕　　　 （57 歳・勝楽）

岡本佳子　　 （91 歳・古城）

竹内千代子　 （86 歳・東勝楽丁）

佐藤エイ　　 （100 歳・横町）

小林ユミ子　 （72 歳・岩瀬町）

戸澤龍造　　 （89 歳・川原赤平）

小玉眞子　　 （101 歳・川原羽黒堂）

髙村𠮷子　　 （73 歳・広久内町後）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

54 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和5年11月1日現在）

出生
9 人 21 人

死亡 転入 転出
26人

人口 23,561 人
（－ 50）　

男  10,929 人 （－ 20）
女  12,632 人 （－ 30）

世帯数 10,351 世帯 （－ 10）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――1010月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,808 人
角　館 10,910 人
西　木   3,843 人

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

堀川旺
お う

羽　 （凌・生保内字武蔵野）

佐藤莉
り あ と

永　 （圭汰・神代字三本塚）

早坂音
お と

汰　 （圭祐・上菅沢）

安　里
り お

桜　 （千里・上菅沢）

太田想
そ ら の

乃　 （和寿・上菅沢）

鈴木歌
か も

桃　　 （忍・中菅沢）

鈴木彩
あ も

桃　　 （忍・中菅沢）

黒崎楓
ふ う ま

眞　　 （太輝・小勝田中村）

戸澤舜
しゅん

　　　 （祐貴・小山田字沢口）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

12/１      ～1/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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２ ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）

３ ●新館蔵品展（新潮社記念文学館）
　　　　　さいとう歯科クリニック（角館町・☎ 0187-53-2752）

４ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）

５
６ ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター）

　  7    ●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00）

８

９
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～）
●キクイモ勉強会（メディカルファーム仙北事務所 10:30 ～
12:00）

１０
●あじさい塾 Part17（角館庁舎 13:30 ～ 15:30）
●アコースティックライブ（角館樺細工伝承館 17:00 ～ 18:10）

　　　　　岡田歯科医院（美郷町六郷・☎ 0187-84-4108）

１１ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～）

１２

１３
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

１４ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所
13:00 ～ 15:00）

１５
●山野草の寄せ植え教室（正月飾り編）（西木総合開発センター 
13:30 ～ 15:30）
●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30）
●笑いの会（健康管理センター 9:40～11:30）
●包和花カフェ（東風の湯 14:00 ～16:00）

１６
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～）
●オレンジカフェ（上滝沢会館 13:30 ～15:30）
●そば打ち教室（就業改善センター 10:00 ～12:00）

１７
●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～11:30）
　　　　　ホワイト歯科医院（大仙市大曲日の出町・☎ 0187-86-
3180）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

 仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈫
※仙北市民入浴無料。仙北市民と確認できるものを持参ください。
 定休日のお知らせ
12 月13 日㈬と 27 日㈬は休館します。
※12 月 31日㈰は 18 時まで（最終受付 17 時）の営業となります。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

 地鶏山の芋きりたんぽ鍋セットご予約受付中！
昔から愛され続けている田沢湖の郷土料理をご賞味ください。
2人前4,900円（税込）／4人前7,700円（税込） ※送料・手数料別途。
※11月～冬季営業のため土曜・日曜・祝日のみの営業となります。

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00 ／土日祝10:00 ～17:00

 おせち・オードブル・焼キンキン ご予約受付中
（仙北市生活応援商品券ご利用いただけます）
おせち二段重・オードブル　各 12,000 円／焼キンキン　4,000 円
予約期限：12 月 20 日㈬／お渡し日：12 月 31日㈰
 年末年始の営業時間のお知らせ
▶プール　※1月1日（月・祝）のみ休業
　12月28日㈭ ～ 1月3日㈬　10:00～12:00 ／13:30～17:00
▶温泉　※最終受付は閉館時間の 1時間前
　12月31日㈰ 6:00～18:00／1月1日㈪～1月3日㈬ 9:00～21:00
▶レストランかたくり　※ラストオーダーは閉店時間の 30 分前
　12 月28日㈭～12 月30日㈯11:00 ～ 21:00 ／12 月31日㈰11:00 ～
　14:00／1月1日（月・祝）～1月3日㈬11:00～21:00
※12 月メンテナンス休館日はありません。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

１８
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館10:00 ～ 12:00）

１９
●んみゃもの料理教室（田沢湖健康増進センター 10:00 ～12:00）

●若者の居場所（角館交流センター14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延住民センター 14:00 ～16:00）

２０
●こころの相談（田沢湖健康増進センター 13:30 ～、14:30 ～）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

２１
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）

仙北市役所角館庁舎（10:00 ～ 11:30）
JA 秋田おばこ角館総合支店（13:15 ～ 14:00）
市立角館総合病院（15:00 ～ 16:00）

２２
●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～
14:30）
●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）

２３
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●オレンジカフェ（グループホームひまわり地域交流室 14:00 ～16:00）

２４ 　　　　　冨岡歯科医院（大仙市太田町・☎ 0187-88-1123）

２５ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）

２６ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）

２７
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
●やさしいヨガ教室（角館交流センター10:00 ～ 11:30）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

２８
２９
３０
３1 　　　　　カワラダ歯科医院（角館町・☎ 0187-55-1188）
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No.375No.375

20232023

草　サツ子 （81 歳・上桧木内字中泊）

鈴木リツ　 （87 歳・上桧木内字大地田）

田代京子　 （67 歳・桧木内字松葉）

三浦昌子　 （83 歳・桧木内字高屋）

浅利悦子　 （75 歳・桧木内字長戸呂）

浅利栄　　 （75 歳・西明寺字潟尻）

佐々木トシ （84 歳・小山田字鎌足）

齋藤悦男　 （69 歳・小山田字堀之内）

齋藤隆喜　 （67 歳・小山田字堀之内）

門脇通子　 （80 歳・小山田字石川原）

佐藤　一郎 （91 歳・門屋字東田）

木内和子　 （93 歳・門屋字六本杉）

藺藤實　　 （89 歳・上荒井字新屋）

月

金

土

日

月

水

木

火

金

土

日

月

火

休日歯科

休日歯科

休日歯科

休日歯科

～ 令和6年3月19日まで  

月

水

木

火

水

木

金

献　血

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 あったかニットと手芸作品展12月9日㈯、10 日㈰米蔵2階
 年越しオードブルご予約承ります12,000円 限定40食！
予約期限　12 月10 日㈰ 15:00 まで／お渡し場所　レストラン北蔵
お渡し日　12 月 31日㈰ 11:00 ～ 14:00
※ 31日㈰のレストラン北蔵の営業は受け渡しのみとなります。
 12 月の休館日は毎週水曜日です。
※12 月 31日㈰は大晦日のため 15:00 閉店です。

木

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

1212金

金

土

日

金

土

日

月

火

水

木

土

日

月
休日歯科

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

 冬のご宴会プラン　忘年会・新年会にもご利用ください。
	   宿泊コース（1泊 2 日）　　　　　日帰りコース
花コース 　　  11,500 円（税込）　　　　　   5,500 円（税込）　
葉コース　　　12,500 円（税込）　　　　　   6,500 円（税込）
館コース　　　14,500 円（税込）　　　　　   8,500 円（税込）　
※各コース 2 名様以上でお申込みください。
 年越しオードブルご予約受付中！特典つき10,000 円（税込）
※12 月18 日㈪はメンテナンスのため休館します。
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NT　雪の予報により、
急いで変えたスタッドレ
スタイヤ。自分でタイヤ
交換をするのですが、必

ず腰を痛めます。そろそろ歳なので、
タイヤ交換を業者さんにお願いす
るか悩みますが自分に負けたくな
いので･･･今年も無事腰痛になりま
した。

広報担当者の
広報担当者の

つつ
ややきき

ぶぶ

MI　今年も残りわずか。
あっという間に過ぎた1
年でした。季節は冬。つ
い先日まで猛暑！残暑！

と言っていた気がします…。あらた
めて、取材や原稿作成にご協力い
ただいた皆さまに、心から感謝申し
上げます。また1月号からもよろし
くお願いします！

TS　いつの間にか暑い
夏になり、気がつくと紅
葉も終わり、雪が降る季
節になりました。寒くな

ると温かい食べ物がおいしくなりま
す。私のなかでは、食欲の「秋」
に「冬」もプラスした『食欲の秋冬』
が、今年も流行しそうです。




